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医学研究科  
 

Ⅰ．教育目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー  

 

＊教育目的  

医学研究科は、建学の精神に則り、高い研究能力を持つ医学系研究者の養成、および優れた研

究・診療能力を備えた医療系人材の養成を目的とする。 
 

 

＊ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 
医学研究科は、優れた診療能力や研究マインドを備えた医療系人材の育成、現場の視点を

持った臨床研究または臨床を理解した基礎研究ができる人材の育成、優れた医学研究者の養

成を目指している。 
以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修め、学位論文審査および試験に合格し

たものに対して学位を授与する。 
１．医学における基礎的および臨床的課題を深く研究し、国際的評価の高い結果を生み出し、

医学の発展に貢献する。 
２．臨床経験を積み重ねながら医療・福祉の現場における実際的・実践的課題を見出し、そ

れを深く追究し、科学的判断力、倫理観に基づいて解決する方法を提案あるいは実践で

きる。その結果について国内外の評価をうける方法を学び、実践できる。 
３．専門的あるいは最先端の知識・技術を深く広く修得し診療に役立て、患者の健康と福祉

に貢献することができる。 
４．一定以上の水準の学位論文を作成し、国際的標準の研究成果が発表できる。  

 

 

＊カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針） 
学位授与に要求される能力を修得するために、医学研究科は、以下の方針でカリキュラム

を編成する。 
１．各分野において、医学の進歩や社会の変化に対応した科目を編成する。 
２．問題解決や論文作成に必要な計画性および論理的思考を身につけ、医療倫理や科学的知

識・統計的手法などの幅広い分野で基礎的能力を育てるために必修科目Ⅰを編成する。 
３．高度かつ徹底した専門的教育を目的とした専門科目（主科目）を行うとともに、研究・

論文作成・学位取得のための必修科目Ⅱ（特殊研究）を編成する。 
４．専門科目（主科目）領域に関わらず様々な分野に視野を広げるために、幅広い分野にわ

たる専門科目（副科目）および共通科目の選択を可能とする。 
５．上記１～４のカリキュラムにおいては専門医研修プログラムと協調を図る。 
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Ⅱ．医学研究科について  

 

 本学医学研究科では、建学の精神である「国際性、創造性、専門性、実学」に則り、

高い研究能力をもつ医学系研究者を育成すること、および将来臨床医を志す者に対し

ては、日々の診療の糧となるよう、問題点を的確に把握し合理的に解決する能力を獲

得させることを目的としています。すなわち、細胞培養・遺伝子解析などを始めとす

る、各領域で研究に必要な技術の習得に加え、適切な臨床研究計画の立案実施能力養

成に重点を置いています。 

そのため、大学院でまずおこなっていただきたいことは、医学研究において遵守す

べき倫理を会得することです。特にヒトを対象とする臨床研究においては、被験者の

尊厳及び人権を守るとともに研究者が円滑に研究を進められるよう、倫理指針が定め

られています。これらは、e-learning（eLCoRE）で身につけることが義務づけられて

おり、容易に学ぶことができます。次いで、研究テーマを決めてください。４年間は

短い時間です。“そのうちに”と思っていると、あっという間に過ぎてしまいます。

満期退学してから博士号を取得することも可能ですが、在学中に論文を提出し審査を

受けることが原則です。なるべく早く決めてください。 

テーマが決まったら研究計画の立案です。これが最も重要な部分で、十分に時間を

かける必要があります。方法に問題があれば、いくら膨大なエネルギーを費やそうと、

得られた結果が意味をなしません。事前の十分な検討が重要です。統計解析について

も十分な理解と計画が重要となります。迷った場合はTARC（臨床研究センター）や
学内の医療統計専門家などに積極的に相談してください。 

教員はこれらの作業の手伝いをします。しかし、中心はあくまで学生です。自分で

考え、自分から行動を起こしてください。そうすることで初めて研究の面白みが理解

でき、問題点を的確に把握し合理的に解決する能力が養われると考えます。有意義か

つ思い出に残る４年間を過ごせるよう祈っています。 

 

医学研究科長 園生雅弘 

 

Ⅲ．2020年度 行事予定

【前期】

健康診断 2020 年 4 月 3 日（金）、6 日（月）

入学式 4 月 4 日（土）

全体ガイダンス 4 月 11 日（土）

履修科目申告書提出期限 4 月 20 日（月）

前期授業開始 5 月 7 日（木）

学位論文中間発表会 7 月 10 日（金）、11 日（土）

創立記念日 6 月 29 日（月）

【後期】

後期授業開始 2020 年 10 月 1 日（木）

医学教育に関する

ワークショップ

12 月上旬を予定

※必修科目「医学研究特論」

2020 年度 1・2 年より

論文提出最終締切

（修了年次生）

11 月 13 日（金）16：45 まで

※最終締切、期日厳守

大学院教育に関する

ワークショップ

11 月 7 日（土）

※必修科目「医学研究特論」

修了式・学位記授与式

（修了年次生）

2021 年 3 月 21 日（日）予定

※日程は諸事情により変更となる場合があります。

※早期修了希望者は 3 年次で学位論文中間発表を行ってください。

※学位申請する者は論文提出最終締切日までに、論文審査に必要な書類をすべて揃え、

事務部教務課窓口取扱時間内に提出すること。
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Ⅳ．授業科目一覧
・主科目・副科目

専攻 分野 Code 板橋 ちば 溝口

1 DM_1101 ○

2 DM_1102 ○

3 DM_1103 ○

4 DM_1104 ○

5 DM_1105 ○

6 DM_1201 ○ ○ ○

7 DM_1202 ○

8 DM_1203 ○

9 DM_1204 ○

10 DM_1205 ○

11 DM_1206 ○

12 DM_1207 ○

13 DM_1208

14 DM_1301 ○

15 DM_1302 ○

16 DM_1303

17 DM_1304 ○

18 DM_1305

19 DM_1401 ○

○

20 DM_1402 ○

21 DM_1403 ○

22 DM_1404 ○

23 DM_1405 ○ ○ ○

24 DM_1406 ○

25 DM_1407 ○ ○

26 DM_1408 ○ ○

27 DM_1409 ○

28 DM_1410 ○

29 DM_1411 ○

30 DM_1412 ○

31 DM_1413 ○

32 DM_1414 ○

33 DM_1415 ○

34 DM_1416 ○

35 DM_1417 ○ ○

【Codeの表記方法】
Ｄ：課程レベル　Ｍ：研究科・専攻　数字1桁目：科目区分　2桁目：分野　3・4桁目：整理番号

№
開講

医
学
専
攻

構
造
機
能
医
学

基
礎
病
態
学

社
会
保
健
医
学

器
官
系
統
病
態
学

第１～４学年

主・副科目名

細胞組織学

脳神経科学

生化学/臨床医科学

分子生体機能学

生命物質化学

人体病理学・病理診断学

国際感染症・危機管理学

腫瘍免疫学・分子腫瘍学

公衆衛生医学

法医学

がん医療経済学

神経薬理学

感染免疫病態制御学

医真菌学

宇宙環境医学

移植免疫学

代謝・糖尿病学

腎臓病学

血液内科学

血液腫瘍学

消化管内科学

地域医療学

臨床試験学

内分泌・代謝学・糖尿病学

免疫・代謝学

内分泌・代謝学

呼吸器内科学

生体防御感染症学

循環器内科学

循環器病学

消化器肝臓内科学

消化器内視鏡学

肝臓免疫代謝学

呼吸器・アレルギー学

呼吸器病態生理学
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Ⅳ．授業科目一覧
・主科目・副科目

専攻 分野 Code 板橋 ちば 溝口

1 DM_1101 ○

2 DM_1102 ○

3 DM_1103 ○

4 DM_1104 ○

5 DM_1105 ○

6 DM_1201 ○ ○ ○

7 DM_1202 ○

8 DM_1203 ○

9 DM_1204 ○

10 DM_1205 ○

11 DM_1206 ○

12 DM_1207 ○

13 DM_1208

14 DM_1301 ○

15 DM_1302 ○

16 DM_1303

17 DM_1304 ○

18 DM_1305

19 DM_1401 ○

○

20 DM_1402 ○

21 DM_1403 ○

22 DM_1404 ○

23 DM_1405 ○ ○ ○

24 DM_1406 ○

25 DM_1407 ○ ○

26 DM_1408 ○ ○

27 DM_1409 ○

28 DM_1410 ○

29 DM_1411 ○

30 DM_1412 ○

31 DM_1413 ○

32 DM_1414 ○

33 DM_1415 ○

34 DM_1416 ○

35 DM_1417 ○ ○

【Codeの表記方法】
Ｄ：課程レベル　Ｍ：研究科・専攻　数字1桁目：科目区分　2桁目：分野　3・4桁目：整理番号

№
開講

医
学
専
攻

構
造
機
能
医
学

基
礎
病
態
学

社
会
保
健
医
学

器
官
系
統
病
態
学

第１～４学年

主・副科目名

細胞組織学

脳神経科学

生化学/臨床医科学

分子生体機能学

生命物質化学

人体病理学・病理診断学

国際感染症・危機管理学

腫瘍免疫学・分子腫瘍学

公衆衛生医学

法医学

がん医療経済学

神経薬理学

感染免疫病態制御学

医真菌学

宇宙環境医学

移植免疫学

代謝・糖尿病学

腎臓病学

血液内科学

血液腫瘍学

消化管内科学

地域医療学

臨床試験学

内分泌・代謝学・糖尿病学

免疫・代謝学

内分泌・代謝学

呼吸器内科学

生体防御感染症学

循環器内科学

循環器病学

消化器肝臓内科学

消化器内視鏡学

肝臓免疫代謝学

呼吸器・アレルギー学

呼吸器病態生理学

専攻 分野 Code 板橋 ちば 溝口

36 DM_1418 ○ ○

37 DM_1419 ○ ○

38 DM_1420 ○

39 DM_1421 ○

40 DM_1422 ○ ○

41 DM_1423 ○ ○

42 DM_1424 ○

43 DM_1425 ○

44 DM_1426 ○

45 DM_1427 ○

46 DM_1428 ○ ○

47 DM_1429 ○ ○

48 DM_1430 ○

49 DM_1431 ○

50 DM_1432 ○ ○

51 DM_1433 ○ ○ ○

52 DM_1434 ○

53 DM_1435 ○

54 DM_1436 ○ ○

55 DM_1437 ○

56 DM_1438 ○ ○ ○

57 DM_1439 ○

58 DM_1501

59 DM_1502 ○

60 DM_1503 ○ ○

61 DM_1504 ○

62 DM_1505 ○

63 DM_1506 ○ ○ ○

64 DM_1507 ○

65 DM_1508 ○

66 DM_1509 ○

67 DM_1601 ○

68 DM_1602 ○

69 DM_1603 ○

【Codeの表記方法】
Ｄ：課程レベル　Ｍ：研究科・専攻　数字1桁目：科目区分　2桁目：分野　3・4桁目：整理番号

医
学
専
攻

神経学

小児科学

内科学総合

新生児学

皮膚科学

総
合
病
態
診
療
学

器
官
系
統
病
態
学

放射線診断学・放射線腫瘍学

外科学総合

乳腺腫瘍学

肝胆膵・移植外科学

小児外科学

上部消化管外科学

下部消化管外科学

№
開講

主・副科目名

集中治療医学

臨床腫瘍学

緩和医療学

外科・手技

第１～４学年

臨床検査医学

東洋医学

麻酔科学

疼痛科学

救急災害医学

泌尿器外科学

形成・口腔顎顔面外科学

心身医学

精神神経科学

リハビリテーション医学

運動器再建・再生学

産婦人科学

脳神経外科学

耳鼻咽喉科学

視覚病態学

が
ん
専
門
医
養
成

コ
ー

ス

内視鏡外科学

呼吸器外科学

心臓血管外科学
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・必修科目

№ Code

1 DM_2001

2 DM_2002

3 DM_2003

4 DM_2004

5 DM_2005

・共通科目 ※開講年度をよく確認すること

№ Code 2020 2021 2022 2023

1 DM_3001 病理診断学・法医学特論 ○ - ○ -

2 DM_3002 地域医療特論 ○ - ○ -

3 DM_3003 宇宙環境医学特論 ○ ○ ○ ○

4 DM_3004 生命物質化学特論 ○ - ○ -

5 DM_3005 国際感染症・危機管理学特論 ○ ○ ○ ○

6 DM_3006 代謝医科学特論 - ○ - ○

7 DM_3007 感染症学特論 - ○ - ○

8 DM_3008 循環器病学特論 ○ - ○ -

9 DM_3009 呼吸器病学特論 - ○ - ○

10 DM_3010 血液内科学特論 ○ - ○ -

11 DM_3011 消化器疾患特論 ○ - ○ -

12 DM_3012 腫瘍内科学特論 - ○ - ○

13 DM_3013 腫瘍治療学特論 ○ - ○ -

14 DM_3014 緩和医療学特論Ⅰ ○ ○ ○ ○

15 DM_3015 緩和医療学特論Ⅱ - - - -

16 DM_3016 インターベンション医学特論 - ○ - ○

17 DM_3017 基礎・臨床神経科学特論 ○ - ○ -

18 DM_3018 小児科学特論 - ○ - ○

19 DM_3019 精神医学・医療心理学特論 ○ - ○ -

20 DM_3020 外科学概論 - ○ - ○

21 DM_3021 周産期医学特論 - ○ - ○

22 DM_3022 整形外科学特論 - ○ - ○

23 DM_3023 泌尿器臨床医学特論 ○ - ○ -

24 DM_3024 泌尿器分子生物学特論 - - - -

25 DM_3025 形成・口腔顎顔面外科学特論 - ○ - ○

26 DM_3026 救急医学特論 ○ ○ ○ ○

27 DM_3027 医療倫理特論 - ○ - ○

28 DM_3028 プライマリ特論 ○ ○ ○ ○

29 DM_3029 行動科学特論 ○ ○ ○ ○

30 DM_3030 保健医療政策学特論 ○ ○ ○ ○

31 DM_3031 産業環境保健学特論 ○ ○ ○ ○

【Codeの表記方法】
Ｄ：博士課程レベル　Ｍ：研究科・専攻　数字1桁目：科目区分　2桁目：分野　3・4桁目：整理番号

区分

毎年

隔年

科目名称

臨床疫学

臨床統計学

実験医学序論

医学研究特論

特殊研究

隔年

隔年

隔年

隔年

必修科目Ⅰ

必修科目Ⅱ

区分 科目名称 開講

選択

隔年

隔年

毎年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

毎年

-

隔年

毎年

毎年

毎年

隔年

-

隔年

毎年

隔年

毎年

Ⅴ．カリキュラムマップ

DP1

DP2

DP3

DP4

主科目分野 配当年次 必・選 単位 DP1 DP2 DP3 DP4

構造機能医学 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○

基礎病態学 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○

社会保健医学 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○

器官系統病態学 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○ ○

総合病態診療学 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○ ○

がん専門医養成コース 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○ ○

科目名 配当年次 必・選 単位 DP1 DP2 DP3 DP4

臨床疫学 1 必修 1 ○ ○ ○

臨床統計学 1 必修 1 ○ ○ ○

実験医学序論 1 必修 1 ○ ○

医学研究特論 1～4 必修 1 ○ ○ ○

特殊研究 1～4 必修 8 ○ ○ ○ ○

病理診断学・法医学特論 1・2 選択 1 ○ ○

地域医療特論 1・2 選択 1 ○ ○

宇宙環境医学特論 1 選択 1 ○ ○

生命物質化学特論 1・2 選択 1 ○ ○

国際感染症・危機管理学特論 1 選択 1 ○ ○

代謝医科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

感染症学特論 1・2 選択 1 ○ ○

循環器病学特論 1・2 選択 1 ○ ○

呼吸器病学特論 1・2 選択 1 ○ ○

血液内科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

消化器疾患特論 1・2 選択 1 ○ ○

腫瘍内科学特論 1 選択 1 ○ ○

腫瘍治療学特論 1・2 選択 1 ○ ○

緩和医療学特論Ⅰ 1 選択 1 ○ ○

緩和医療学特論Ⅱ 1 選択 1 ○ ○

インターベンション医学特論 1・2 選択 1 ○ ○

基礎・臨床神経科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

小児科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

精神医学・医療心理学特論 1・2 選択 1 ○ ○

外科学概論 1 選択 1 ○ ○

周産期医学特論 1・2 選択 1 ○ ○

整形外科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

泌尿器臨床医学特論 1・2 選択 1 ○ ○

泌尿器分子生物学特論 1・2 選択 1 ○ ○

形成・口腔顎顔面外科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

救急医学特論 1 選択 1 ○ ○

医療倫理特論 1 選択 1 ○ ○

プライマリ特論 1 選択 2 ○ ○

行動科学特論 3 選択 1 ○ ○

保健医療政策学特論 3 選択 1 ○ ○

産業環境保健学特論 3 選択 1 ○ ○

専門的あるいは最先端の知識・技術を深く広く修得し診療に役立て、患者の健康と福祉に貢献することができる。

　カリキュラムマップとは、学位授与方針と開講科目との対応関係について一覧表にまとめたものです。

ディプロマポリシー(学位授与方針)

　医学研究科は、優れた診療能力や研究マインドを備えた医療系人材の育成、現場の視点を持った臨床研究または臨床を理解した
基礎研究ができる人材の育成、優れた医学研究者の養成を目指している。
以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修めた者に対して学位を授与する。

医学における基礎的および臨床的課題を深く研究し、国際的評価の高い結果を生み出し、医学の発展に貢献する。

臨床経験を積み重ねながら医療・福祉の現場における実際的・実践的課題を見出し、それを深く追究し、科学的判断力、倫理
観に基づいて解決する方法を提案あるいは実践できる。その結果について国内外の評価をうける方法を学び、実践できる。

必修科目Ⅰ

必修科目Ⅱ

共通科目

一定以上の水準の学位論文を作成し、国際的標準の研究成果が発表できる。

区　　　　分

主科目

（副科目）

区　　　　分
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・必修科目

№ Code

1 DM_2001

2 DM_2002

3 DM_2003

4 DM_2004

5 DM_2005

・共通科目 ※開講年度をよく確認すること

№ Code 2020 2021 2022 2023

1 DM_3001 病理診断学・法医学特論 ○ - ○ -

2 DM_3002 地域医療特論 ○ - ○ -

3 DM_3003 宇宙環境医学特論 ○ ○ ○ ○

4 DM_3004 生命物質化学特論 ○ - ○ -

5 DM_3005 国際感染症・危機管理学特論 ○ ○ ○ ○

6 DM_3006 代謝医科学特論 - ○ - ○

7 DM_3007 感染症学特論 - ○ - ○

8 DM_3008 循環器病学特論 ○ - ○ -

9 DM_3009 呼吸器病学特論 - ○ - ○

10 DM_3010 血液内科学特論 ○ - ○ -

11 DM_3011 消化器疾患特論 ○ - ○ -

12 DM_3012 腫瘍内科学特論 - ○ - ○

13 DM_3013 腫瘍治療学特論 ○ - ○ -

14 DM_3014 緩和医療学特論Ⅰ ○ ○ ○ ○

15 DM_3015 緩和医療学特論Ⅱ - - - -

16 DM_3016 インターベンション医学特論 - ○ - ○

17 DM_3017 基礎・臨床神経科学特論 ○ - ○ -

18 DM_3018 小児科学特論 - ○ - ○

19 DM_3019 精神医学・医療心理学特論 ○ - ○ -

20 DM_3020 外科学概論 - ○ - ○

21 DM_3021 周産期医学特論 - ○ - ○

22 DM_3022 整形外科学特論 - ○ - ○

23 DM_3023 泌尿器臨床医学特論 ○ - ○ -

24 DM_3024 泌尿器分子生物学特論 - - - -

25 DM_3025 形成・口腔顎顔面外科学特論 - ○ - ○

26 DM_3026 救急医学特論 ○ ○ ○ ○

27 DM_3027 医療倫理特論 - ○ - ○

28 DM_3028 プライマリ特論 ○ ○ ○ ○

29 DM_3029 行動科学特論 ○ ○ ○ ○

30 DM_3030 保健医療政策学特論 ○ ○ ○ ○

31 DM_3031 産業環境保健学特論 ○ ○ ○ ○

【Codeの表記方法】
Ｄ：博士課程レベル　Ｍ：研究科・専攻　数字1桁目：科目区分　2桁目：分野　3・4桁目：整理番号

区分

毎年

隔年

科目名称

臨床疫学

臨床統計学

実験医学序論

医学研究特論

特殊研究

隔年

隔年

隔年

隔年

必修科目Ⅰ

必修科目Ⅱ

区分 科目名称 開講

選択

隔年

隔年

毎年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

隔年

毎年

-

隔年

毎年

毎年

毎年

隔年

-

隔年

毎年

隔年

毎年

Ⅴ．カリキュラムマップ

DP1

DP2

DP3

DP4

主科目分野 配当年次 必・選 単位 DP1 DP2 DP3 DP4

構造機能医学 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○

基礎病態学 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○

社会保健医学 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○

器官系統病態学 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○ ○

総合病態診療学 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○ ○

がん専門医養成コース 1･2･3 選択必修 各4 ○ ○ ○ ○

科目名 配当年次 必・選 単位 DP1 DP2 DP3 DP4

臨床疫学 1 必修 1 ○ ○ ○

臨床統計学 1 必修 1 ○ ○ ○

実験医学序論 1 必修 1 ○ ○

医学研究特論 1～4 必修 1 ○ ○ ○

特殊研究 1～4 必修 8 ○ ○ ○ ○

病理診断学・法医学特論 1・2 選択 1 ○ ○

地域医療特論 1・2 選択 1 ○ ○

宇宙環境医学特論 1 選択 1 ○ ○

生命物質化学特論 1・2 選択 1 ○ ○

国際感染症・危機管理学特論 1 選択 1 ○ ○

代謝医科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

感染症学特論 1・2 選択 1 ○ ○

循環器病学特論 1・2 選択 1 ○ ○

呼吸器病学特論 1・2 選択 1 ○ ○

血液内科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

消化器疾患特論 1・2 選択 1 ○ ○

腫瘍内科学特論 1 選択 1 ○ ○

腫瘍治療学特論 1・2 選択 1 ○ ○

緩和医療学特論Ⅰ 1 選択 1 ○ ○

緩和医療学特論Ⅱ 1 選択 1 ○ ○

インターベンション医学特論 1・2 選択 1 ○ ○

基礎・臨床神経科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

小児科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

精神医学・医療心理学特論 1・2 選択 1 ○ ○

外科学概論 1 選択 1 ○ ○

周産期医学特論 1・2 選択 1 ○ ○

整形外科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

泌尿器臨床医学特論 1・2 選択 1 ○ ○

泌尿器分子生物学特論 1・2 選択 1 ○ ○

形成・口腔顎顔面外科学特論 1・2 選択 1 ○ ○

救急医学特論 1 選択 1 ○ ○

医療倫理特論 1 選択 1 ○ ○

プライマリ特論 1 選択 2 ○ ○

行動科学特論 3 選択 1 ○ ○

保健医療政策学特論 3 選択 1 ○ ○

産業環境保健学特論 3 選択 1 ○ ○

専門的あるいは最先端の知識・技術を深く広く修得し診療に役立て、患者の健康と福祉に貢献することができる。

　カリキュラムマップとは、学位授与方針と開講科目との対応関係について一覧表にまとめたものです。

ディプロマポリシー(学位授与方針)

　医学研究科は、優れた診療能力や研究マインドを備えた医療系人材の育成、現場の視点を持った臨床研究または臨床を理解した
基礎研究ができる人材の育成、優れた医学研究者の養成を目指している。
以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修めた者に対して学位を授与する。

医学における基礎的および臨床的課題を深く研究し、国際的評価の高い結果を生み出し、医学の発展に貢献する。

臨床経験を積み重ねながら医療・福祉の現場における実際的・実践的課題を見出し、それを深く追究し、科学的判断力、倫理
観に基づいて解決する方法を提案あるいは実践できる。その結果について国内外の評価をうける方法を学び、実践できる。

必修科目Ⅰ

必修科目Ⅱ

共通科目

一定以上の水準の学位論文を作成し、国際的標準の研究成果が発表できる。

区　　　　分

主科目

（副科目）

区　　　　分
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Ⅵ．指導教員一覧

＜基礎系＞

専 門 分 野 担 当 主 科 目

解剖学 教　授 萩原　治夫 細胞生物学、超微形態学、免疫組織化学 細胞組織学　　　

生理学 教　授 林　　俊宏 神経生理学，神経画像，臨床神経学，高次脳機能 脳神経科学

准教授 大野　孝惠 神経生理学，高次脳機能，臨床神経学 脳神経科学

生化学 安達　三美 分子生物学、循環器病学、細胞生物学、生化学、再生（特に心筋）、加齢医学 生化学/臨床医科学　　

飯塚　眞由 生化学、分子腫瘍学、DNA複製、クロマチン 生化学/臨床医科学

病理学 教　授 宇於崎　宏 消化管病理（特に胃）、人体病理学、エピジェネティクス（DNAメチル化、micro RNA) 人体病理学・病理診断学　　　

薬理学 教　授 青山　晃治 神経薬理学、神経内科学 神経薬理学　　　

微生物学 教　授 斧　　康雄 感染症学、臨床微生物学、感染免疫学、抗菌薬療法､活性酸素と生体防御､院内感染、内科学 感染免疫病態制御学　　　

大久保孝義 公衆衛生学、疫学 公衆衛生医学　　　

（公衆衛生学研究科） 菊谷　昌浩 疫学、予防医学 公衆衛生医学　　　

石川ひろの 行動科学、社会疫学 公衆衛生医学　　　

大脇　和浩 臨床疫学、脳神経外科学 公衆衛生医学　　　

高橋　謙造 公衆衛生学、国際保健学 公衆衛生医学　　　

福田　吉治 社会疫学、地域医療、産業保健 公衆衛生医学　　　

松浦　正明 疫学、生物統計学 公衆衛生医学　　　

山岡　和枝 疫学、生物統計学 公衆衛生医学　　　

山本　秀樹 国際保健学、公衆衛生学 公衆衛生医学　　　

浅山　　敬 臨床疫学、公衆衛生学 公衆衛生医学　　　

井上まり子 国際保健学 公衆衛生医学　　　

崎坂香屋子 国政保健学 公衆衛生医学　　　

法医学 教　授 野上　　誠 法医病理、免疫組織化学 法医学　　　

医学研究科 教　授 槇村　浩一 医真菌学、労働衛生学、分子生物学、宇宙環境医学 医真菌学　宇宙環境医学

医療共通 大胡　惠樹 生命物質化学，生物無機化学，錯体化学，物理化学 生命物質化学　医真菌学　

教育研究ｾﾝﾀｰ 鈴木　和男 国際感染症学、感染症免疫学、危機管理学 国際感染症・危機管理学　　　

伊藤　健吾 放射線物理学、放射線化学 分子生体機能学　　　

鈴木　章一 分子細胞生物学、免疫学、生化学 国際感染症・危機管理学　　　

准教授 大石　　昇 分子生体機能学、基礎生物学 分子生体機能学　　　

医真菌研究ｾﾝﾀｰ 教　授 関水　和久 医真菌学、細菌学 医真菌学

山田　　剛 医真菌学、分子生物学 医真菌学　　　

浜本　　洋 医真菌学、細菌学 医真菌学　　　

教　授 月田早智子 細胞生物学、分子生物学、生体システム学、生体バリア学 生化学/臨床医科学

教　授 矢守　隆夫 レギュラトリーサイエンス、分子薬理学 臨床試験学

准教授 宇野希世子 臨床研究、循環器、動脈硬化 臨床試験学

＜臨床系＞

教 員　 専 門 分 野 担 当 主 科 目

内科学 冲永　寛子 内分泌学、糖尿病学 内分泌・代謝学・糖尿病学　

石川　敏夫 内分泌学 内分泌・代謝学・糖尿病学　

上妻　　謙 循環器　冠動脈インターベンション　急性心筋梗塞 循環器内科学　　　

河野　　肇 リウマチ学、アレルギー学、免疫学 免疫・代謝学　

白藤　尚毅 血液腫瘍、造血細胞移植、遺伝子細胞療法 血液内科学　　　

柴田　　茂 腎臓内科学一般、高血圧、水電解質代謝 腎臓病学

田中　　篤 消化器病学・肝臓病学 消化器肝臓内科学　　　

塚本　和久 代謝学（脂質代謝、糖代謝）、動脈硬化 内分泌・代謝学・糖尿病学

長瀨　洋之 呼吸器内科学、気管支喘息・COPD・間質性肺炎病態、禁煙治療 呼吸器・アレルギー学　　　

藤垣　嘉秀 腎炎･ネフローゼ･慢性腎臓病・慢性腎不全・急性腎不全 腎臓病学　　　

山口　正雄 呼吸器、アレルギー学、薬物アレルギー、好酸球・好塩基球・マスト細胞の研究 呼吸器・アレルギー学　　　

山本　貴嗣 内視鏡（消化器）、消化管運動 消化管内科学　消化器肝臓内科学　　

北沢　貴利 感染症の診断と治療、感染制御学 生体防御感染症学　　　

関　　順彦 腫瘍内科、特に肺癌の検診、画像診断・治療 臨床腫瘍学　

盛田　幸司 内分泌学、糖尿病学 内分泌・代謝学・糖尿病学　

教　授

病院教授

板橋

所 属

所 属 教 員　

衛生学公衆衛生学

教　授

准教授

教　授

准教授

生物工学研究ｾﾝﾀｰ

准教授

戦略的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究ｾﾝﾀｰ

教　授

臨床研究センター

教 員　 専 門 分 野 担 当 主 科 目

内科学 淺岡　良成 消化管　肝臓　肝細胞癌　ラジオ波焼灼療法　分子標的治療 消化器肝臓内科学

宇野　健司 糖尿病　脂質異常症　肥満症　 内分泌・代謝学・糖尿病学　

小田島慎也 消化器病学（内視鏡治療） 消化管内科学　消化器肝臓内科学　　

横山　直之 循環器科、画像診断、血管疾患 循環器内科学　臨床検査医学　

渡邊　清高 腫瘍内科学、地域医療学 臨床腫瘍学　

相磯　光彦 消化器病学、肝臓病学、薬物性肝障害 消化器肝臓内科学　　　

大井　　淳 血液内科（特に造血細胞移植） 血液内科学

菊地  弘敏 リウマチ、膠原病、ベーチェット病 免疫・代謝学

松永　直久 感染症学 生体防御感染症学　　　

吉野　友祐 感染症学 生体防御感染症学　　　

原　　眞純 内分泌代謝学、糖尿病学、動脈硬化、脂質異常症 代謝・糖尿病学　内科学総合

佐藤　　謙 血液腫瘍 血液腫瘍学　内科学総合

幸山　　正 呼吸器内科学 呼吸器内科学 　内科学総合

松井　克之 腎臓病学（糸球体腎炎、腎不全） 腎臓病学　内科学総合

病院教授 速水　紀幸 不整脈 循環器病学　内科学総合

菊池健太郎 肝臓病学、細胞免疫学 肝臓免疫代謝学　内科学総合

鈴木　伸明 循環器一般、虚血性心疾患、冠動脈ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ、心血管内ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ 循環器病学　内科学総合

中村　文隆 内科循環器学、カテーテルインターベンション、血管新生療法に関する研究 循環器病学　　

井上　大輔 代謝･糖尿病・内分泌学全般、特に骨・カルシウム代謝 内分泌・代謝学　　　

寺脇　博之 高尿酸血症、急性・慢性腎不全、腎代替療法（血液透析・腹膜透析）、酸化ストレス、臨床疫学 腎臓病学

小尾俊太郎 消化器内科（特に肝細胞癌の治療）、IVR 消化管内科学

病院教授 長山　人三 移植免疫学、癌免疫療法 血液腫瘍学

天木　幹博 ｶﾃｰﾃﾙｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ・不整脈治療・心臓再同期治療 循環器病学

萩谷　政明 慢性閉塞性肺疾患 呼吸器病態生理学　　　

消化器内科 溝口 准教授 土井　晋平 消化器疾患一般、膵臓・胆嚢・胆管疾患 消化器内視鏡学

緩和医療学 板橋 教　授 有賀　悦子 緩和医療学・腫瘍免疫学 緩和医療学　　　

神経内科学 園生　雅弘 臨床神経学一般、臨床神経生理学、神経筋電気診断学 神経学　

松村喜一郎 神経筋疾患、神経筋生化学、細胞生物学 神経学　

小林　俊輔 臨床神経学、高次脳機能障害、パーキンソン病 神経学　

齊藤　史明 筋ジストロフィーの分子病態、神経変性疾患、認知症 神経学　

畑中　裕己 臨床神経学一般、臨床神経生理学、神経節電気診断学 神経学　

教　授 作石かおり 神経学　

病院准教授 鈴木　　仁 紀伊半島ALSの皮膚組織、神経内科臨床 神経学　　　

小児科学 三牧　正和 小児神経学 小児科学　新生児学

小林　茂俊 免疫・アレルギー学 小児科学　新生児学

渡辺　　博 予防接種 小児科学　

井田　孔明 小児血液・がん 小児科学　

ちば 病院教授 南谷　幹史 小児内分泌学、特に甲状腺学、骨代謝学の診断と治療 小児科学　　　

精神神経科学 林　　直樹 臨床精神医学 精神神経科学　

栃木　　衛 精神科遺伝学・疫学 精神神経科学　　　

功刀　　浩 臨床精神医学・遺伝学・臨床疫学 精神神経科学　　　

病院教授 伊東ゆたか 児童・思春期精神医学 精神神経科学　　

病院准教授 赤羽　晃寿 リエゾン精神医学、精神疾患の病因研究 精神神経科学　　　

皮膚科学 教　授 多田　弥生 乾癬、膠原病 皮膚科学　

大西　譽光 皮膚腫瘍、免疫組織化学 皮膚科学

鎌田　昌洋 乾癬、自己免疫性水疱症、アトピー性皮膚炎 皮膚科学

ちば 准教授 佐藤　友隆 皮膚真菌症 皮膚科学　　　

放射線科学 大場　　洋 神経放射線診断、小児神経放射線診断 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

近藤　浩史 放射線診断学、ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌ　ｒａｄｉｏｌｏｇｙ 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

宇都宮英綱 神経放射線診断、小児神経放射線診断：胎児期を含む小児脳の発達と奇形 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

神長　達郎 放射線診断学、核医学 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

白石憲史郎 放射線腫瘍学 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

教　授 多湖　正夫 放射線腫瘍学、放射線治療 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

病院教授 林　　高樹 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　
溝口

板橋

教　授

板橋

教　授

ちば

板橋 教　授

溝口 教　授

板橋

病院教授

准教授

板橋
准教授

教　授

溝口

教　授

准教授

准教授

ちば

教　授

所 属

准教授

病院准教授

板橋
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Ⅵ．指導教員一覧

＜基礎系＞

専 門 分 野 担 当 主 科 目

解剖学 教　授 萩原　治夫 細胞生物学、超微形態学、免疫組織化学 細胞組織学　　　

生理学 教　授 林　　俊宏 神経生理学，神経画像，臨床神経学，高次脳機能 脳神経科学

准教授 大野　孝惠 神経生理学，高次脳機能，臨床神経学 脳神経科学

生化学 安達　三美 分子生物学、循環器病学、細胞生物学、生化学、再生（特に心筋）、加齢医学 生化学/臨床医科学　　

飯塚　眞由 生化学、分子腫瘍学、DNA複製、クロマチン 生化学/臨床医科学

病理学 教　授 宇於崎　宏 消化管病理（特に胃）、人体病理学、エピジェネティクス（DNAメチル化、micro RNA) 人体病理学・病理診断学　　　

薬理学 教　授 青山　晃治 神経薬理学、神経内科学 神経薬理学　　　

微生物学 教　授 斧　　康雄 感染症学、臨床微生物学、感染免疫学、抗菌薬療法､活性酸素と生体防御､院内感染、内科学 感染免疫病態制御学　　　

大久保孝義 公衆衛生学、疫学 公衆衛生医学　　　

（公衆衛生学研究科） 菊谷　昌浩 疫学、予防医学 公衆衛生医学　　　

石川ひろの 行動科学、社会疫学 公衆衛生医学　　　

大脇　和浩 臨床疫学、脳神経外科学 公衆衛生医学　　　

高橋　謙造 公衆衛生学、国際保健学 公衆衛生医学　　　

福田　吉治 社会疫学、地域医療、産業保健 公衆衛生医学　　　

松浦　正明 疫学、生物統計学 公衆衛生医学　　　

山岡　和枝 疫学、生物統計学 公衆衛生医学　　　

山本　秀樹 国際保健学、公衆衛生学 公衆衛生医学　　　

浅山　　敬 臨床疫学、公衆衛生学 公衆衛生医学　　　

井上まり子 国際保健学 公衆衛生医学　　　

崎坂香屋子 国政保健学 公衆衛生医学　　　

法医学 教　授 野上　　誠 法医病理、免疫組織化学 法医学　　　

医学研究科 教　授 槇村　浩一 医真菌学、労働衛生学、分子生物学、宇宙環境医学 医真菌学　宇宙環境医学

医療共通 大胡　惠樹 生命物質化学，生物無機化学，錯体化学，物理化学 生命物質化学　医真菌学　

教育研究ｾﾝﾀｰ 鈴木　和男 国際感染症学、感染症免疫学、危機管理学 国際感染症・危機管理学　　　

伊藤　健吾 放射線物理学、放射線化学 分子生体機能学　　　

鈴木　章一 分子細胞生物学、免疫学、生化学 国際感染症・危機管理学　　　

准教授 大石　　昇 分子生体機能学、基礎生物学 分子生体機能学　　　

医真菌研究ｾﾝﾀｰ 教　授 関水　和久 医真菌学、細菌学 医真菌学

山田　　剛 医真菌学、分子生物学 医真菌学　　　

浜本　　洋 医真菌学、細菌学 医真菌学　　　

教　授 月田早智子 細胞生物学、分子生物学、生体システム学、生体バリア学 生化学/臨床医科学

教　授 矢守　隆夫 レギュラトリーサイエンス、分子薬理学 臨床試験学

准教授 宇野希世子 臨床研究、循環器、動脈硬化 臨床試験学

＜臨床系＞

教 員　 専 門 分 野 担 当 主 科 目

内科学 冲永　寛子 内分泌学、糖尿病学 内分泌・代謝学・糖尿病学　

石川　敏夫 内分泌学 内分泌・代謝学・糖尿病学　

上妻　　謙 循環器　冠動脈インターベンション　急性心筋梗塞 循環器内科学　　　

河野　　肇 リウマチ学、アレルギー学、免疫学 免疫・代謝学　

白藤　尚毅 血液腫瘍、造血細胞移植、遺伝子細胞療法 血液内科学　　　

柴田　　茂 腎臓内科学一般、高血圧、水電解質代謝 腎臓病学

田中　　篤 消化器病学・肝臓病学 消化器肝臓内科学　　　

塚本　和久 代謝学（脂質代謝、糖代謝）、動脈硬化 内分泌・代謝学・糖尿病学

長瀨　洋之 呼吸器内科学、気管支喘息・COPD・間質性肺炎病態、禁煙治療 呼吸器・アレルギー学　　　

藤垣　嘉秀 腎炎･ネフローゼ･慢性腎臓病・慢性腎不全・急性腎不全 腎臓病学　　　

山口　正雄 呼吸器、アレルギー学、薬物アレルギー、好酸球・好塩基球・マスト細胞の研究 呼吸器・アレルギー学　　　

山本　貴嗣 内視鏡（消化器）、消化管運動 消化管内科学　消化器肝臓内科学　　

北沢　貴利 感染症の診断と治療、感染制御学 生体防御感染症学　　　

関　　順彦 腫瘍内科、特に肺癌の検診、画像診断・治療 臨床腫瘍学　

盛田　幸司 内分泌学、糖尿病学 内分泌・代謝学・糖尿病学　

教　授

病院教授
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教 員　 専 門 分 野 担 当 主 科 目

内科学 淺岡　良成 消化管　肝臓　肝細胞癌　ラジオ波焼灼療法　分子標的治療 消化器肝臓内科学

宇野　健司 糖尿病　脂質異常症　肥満症　 内分泌・代謝学・糖尿病学　

小田島慎也 消化器病学（内視鏡治療） 消化管内科学　消化器肝臓内科学　　

横山　直之 循環器科、画像診断、血管疾患 循環器内科学　臨床検査医学　

渡邊　清高 腫瘍内科学、地域医療学 臨床腫瘍学　

相磯　光彦 消化器病学、肝臓病学、薬物性肝障害 消化器肝臓内科学　　　

大井　　淳 血液内科（特に造血細胞移植） 血液内科学

菊地  弘敏 リウマチ、膠原病、ベーチェット病 免疫・代謝学

松永　直久 感染症学 生体防御感染症学　　　

吉野　友祐 感染症学 生体防御感染症学　　　

原　　眞純 内分泌代謝学、糖尿病学、動脈硬化、脂質異常症 代謝・糖尿病学　内科学総合

佐藤　　謙 血液腫瘍 血液腫瘍学　内科学総合

幸山　　正 呼吸器内科学 呼吸器内科学 　内科学総合

松井　克之 腎臓病学（糸球体腎炎、腎不全） 腎臓病学　内科学総合

病院教授 速水　紀幸 不整脈 循環器病学　内科学総合

菊池健太郎 肝臓病学、細胞免疫学 肝臓免疫代謝学　内科学総合

鈴木　伸明 循環器一般、虚血性心疾患、冠動脈ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ、心血管内ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ 循環器病学　内科学総合

中村　文隆 内科循環器学、カテーテルインターベンション、血管新生療法に関する研究 循環器病学　　

井上　大輔 代謝･糖尿病・内分泌学全般、特に骨・カルシウム代謝 内分泌・代謝学　　　

寺脇　博之 高尿酸血症、急性・慢性腎不全、腎代替療法（血液透析・腹膜透析）、酸化ストレス、臨床疫学 腎臓病学

小尾俊太郎 消化器内科（特に肝細胞癌の治療）、IVR 消化管内科学

病院教授 長山　人三 移植免疫学、癌免疫療法 血液腫瘍学

天木　幹博 ｶﾃｰﾃﾙｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ・不整脈治療・心臓再同期治療 循環器病学

萩谷　政明 慢性閉塞性肺疾患 呼吸器病態生理学　　　

消化器内科 溝口 准教授 土井　晋平 消化器疾患一般、膵臓・胆嚢・胆管疾患 消化器内視鏡学

緩和医療学 板橋 教　授 有賀　悦子 緩和医療学・腫瘍免疫学 緩和医療学　　　

神経内科学 園生　雅弘 臨床神経学一般、臨床神経生理学、神経筋電気診断学 神経学　

松村喜一郎 神経筋疾患、神経筋生化学、細胞生物学 神経学　

小林　俊輔 臨床神経学、高次脳機能障害、パーキンソン病 神経学　

齊藤　史明 筋ジストロフィーの分子病態、神経変性疾患、認知症 神経学　

畑中　裕己 臨床神経学一般、臨床神経生理学、神経節電気診断学 神経学　

教　授 作石かおり 神経学　

病院准教授 鈴木　　仁 紀伊半島ALSの皮膚組織、神経内科臨床 神経学　　　

小児科学 三牧　正和 小児神経学 小児科学　新生児学

小林　茂俊 免疫・アレルギー学 小児科学　新生児学

渡辺　　博 予防接種 小児科学　

井田　孔明 小児血液・がん 小児科学　

ちば 病院教授 南谷　幹史 小児内分泌学、特に甲状腺学、骨代謝学の診断と治療 小児科学　　　

精神神経科学 林　　直樹 臨床精神医学 精神神経科学　

栃木　　衛 精神科遺伝学・疫学 精神神経科学　　　

功刀　　浩 臨床精神医学・遺伝学・臨床疫学 精神神経科学　　　

病院教授 伊東ゆたか 児童・思春期精神医学 精神神経科学　　

病院准教授 赤羽　晃寿 リエゾン精神医学、精神疾患の病因研究 精神神経科学　　　

皮膚科学 教　授 多田　弥生 乾癬、膠原病 皮膚科学　

大西　譽光 皮膚腫瘍、免疫組織化学 皮膚科学

鎌田　昌洋 乾癬、自己免疫性水疱症、アトピー性皮膚炎 皮膚科学

ちば 准教授 佐藤　友隆 皮膚真菌症 皮膚科学　　　

放射線科学 大場　　洋 神経放射線診断、小児神経放射線診断 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

近藤　浩史 放射線診断学、ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌ　ｒａｄｉｏｌｏｇｙ 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

宇都宮英綱 神経放射線診断、小児神経放射線診断：胎児期を含む小児脳の発達と奇形 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

神長　達郎 放射線診断学、核医学 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

白石憲史郎 放射線腫瘍学 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

教　授 多湖　正夫 放射線腫瘍学、放射線治療 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　

病院教授 林　　高樹 放射線診断学・放射線腫瘍学　　　
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教 員　 専 門 分 野 担 当 主 科 目

外科学 川村　雅文 呼吸器外科学、肺癌、縦隔腫瘍、気胸及び嚢胞性肺疾患
外科学総合　呼吸器外科学　呼吸器・アレル
ギー学 小児外科学

坂尾　幸則 呼吸器外科学、臨床腫瘍学、肺癌、胸部悪性腫瘍、胸膜疾患、胸部画像診断学 外科学総合　呼吸器外科学

佐野　圭二 肝胆膵領域疾患の外科治療･化学療法･腹部超音波検査、肝移植治療 外科学総合　肝胆膵・移植外科学　外科・手技

神野　浩光 乳腺外科学、外科腫瘍学 外科学総合　乳腺腫瘍学

橋口陽二郎 消化器外科学、外科代謝栄養学 外科学総合　下部消化管外科学　　　

深川　剛生 上部消化管外科学、外科腫瘍学、担当主科目：外科学総合、上部消化管外科学 外科学総合　上部消化管外科学　　　臨床試験学

福島　亮治 上部消化管の外科治療、化学療法、内視鏡治療、外科代謝栄養、外科侵襲学 上部消化管外科学　　

三澤　健之 外科学総合　肝胆膵・移植外科学　外科・手技

新見　正則 移植免疫学、腫瘍免疫学、血管外科、東洋医学 移植免疫学　東洋医学

松田　圭二 大腸癌、炎症性腸疾患の治療 外科学総合　下部消化管外科学　臨床検査医学

三浦　文彦 消化器外科、肝胆膵外科 肝胆膵・移植外科学　外科・手技

和田　慶太 肝胆膵外科 外科学総合　肝胆膵・移植外科学　外科・手技

病院准教授 野澤慶次郎 大腸肛門病学の診断と治療 外科学総合　下部消化管外科学　　　

小林　宏寿 消化器外科一般、特に大腸・肛門外科、内視鏡手術をはじめとする低侵襲外科治療 内視鏡外科学　　　　

松谷　哲行 呼吸器外科学、術後疼痛、生体材料 内視鏡外科学　　　　

病院教授 谷口　桂三 消化器外科(特に内視鏡外科：食道/胃/大腸) 内視鏡外科学　　　　

教　授 幸田　圭史 小腸･大腸・肛門疾患の診断と治療 下部消化管外科学　　　

准教授 首藤　潔彦 食道癌、胃癌、消化器画像診断、腹部IVR 上部消化管外科学　　　

教　授 下川　智樹 虚血性心疾患、弁膜症外科、大動脈外科 心臓血管外科学　　　

飯田　　充 成人心臓外科 心臓血管外科学　　　

今水流智浩 成人心臓血管外科学全般（冠動脈・弁・大動脈）、血管外科（末梢血管、静脈） 大動脈ステントグラフト 心臓血管外科学　　　

ちば 准教授 宮城　直人 成人心臓血管外科 心臓血管外科学　　

産婦人科学 綾部　琢哉 生殖生理・内分泌学、不妊症、ＡＲＴ 産婦人科学　　　

梁　　栄治 超音波医学、周産期医学、ＭＥ 産婦人科学　　　

准教授 木戸浩一郎 周産期医学、超音波医学 産婦人科学　　　

病院准教授 笹森　幸文 周産期医学、妊娠高血圧症候群 産婦人科学　　　

教　授 西井　　修 生殖内分泌学、内視鏡下手術、不妊症 産婦人科学　　　

准教授 藤本　晃久 生殖内分泌学、内視鏡下手術、不妊症 産婦人科学　　　

教　授 梁　　善光 婦人科腫瘍、婦人科内視鏡手術、生殖内分泌学 産婦人科学

病院教授 五十嵐敏雄 子宮内膜症、生殖内分泌学、不妊症 産婦人科学　　　

脳神経外科学 教　授 松野　　彰 悪性脳腫瘍の集学的治療、良性脳腫瘍の手術、下垂体腺腫の手術・内分泌病態、脳血管障害の臨床 脳神経外科学　　　

大井川秀聡 脳血管障害の外科治療 脳神経外科学　　　

小野田恵介 神経血管減圧術、後頭蓋窩腫瘍 脳神経外科学　　

山根　文孝 脳血管内治療、脳卒中全般 脳神経外科学　　　

准教授 大山　健一 脳神経外科 脳神経外科学　　　

整形外科学 河野　博隆 骨軟部腫瘍 運動器再建・再生学　　　

中川　　匠 整形外科、膝関節外科、人工膝関節、スポーツ整形外科、ナビゲーション手術 運動器再建・再生学　　　

渡部　欣忍 外傷後合併症（骨癒合不全、変形癒合、骨髄炎、関節拘縮）、骨延長術 運動器再建・再生学　　　

阿部　哲士 骨・軟部腫瘍、骨関節感染症 運動器再建・再生学　　　

北川　知明 脊椎脊髄病外科 運動器再建・再生学　　

准教授 増田　裕也 膝関節外科 運動器再建・再生学　　

溝口 准教授 安井　哲郎 足の外科、関節リウマチ 運動器再建・再生学　　　

村田　泰章 脊椎脊髄病外科 運動器再建・再生学　　　

和田　佑一 関節再建医療、スポーツ医学、軟骨再成医療 運動器再建・再生学　　　

形成・口腔 教　授 小室　裕造 頭蓋顎顔面外科、眼瞼下垂、美容外科 形成・口腔顎顔面外科学　　　

顎顔面外科学 市ノ川義美 口腔・顎・顔面外科学、顎矯正手術、骨移植、 形成・口腔顎顔面外科学　　　

大河内真之 形成外科、再建外科、顔面神経麻痺 形成・口腔顎顔面外科学　　　

病院准教授 堂後　京子 形成外科一般　乳房再建　褥瘡・難治性潰瘍　リンパ浮腫　再生医学 形成・口腔顎顔面外科学　　　

ちば 教　授 福積　　聡 形成外科（皮弁、四肢の血管解剖） 形成・口腔顎顔面外科学　　　

リハビリテーション科 教　授 緒方　直史 リハビリテーション医学全般、整形外科、脊髄損傷、骨代謝学 リハビリテーション医学　　　

准教授 中原　康雄 リハビリテーション医学、脳卒中、脊髄損傷、義肢装具、運動器障害 リハビリテーション医学　　　

ちば 教　授 田中　尚文 リハビリテーション医学、認知症 リハビリテーション医学　　　

耳鼻咽喉科学 教　授 伊藤　　健 聴覚医学・耳科学 耳鼻咽喉科学　　　

病院准教授 持木　将人 頭頸部腫瘍 耳鼻咽喉科学　　　

ちば 教　授 鈴木　雅明 耳科学、鼻科学、睡眠学 耳鼻咽喉科学　　　
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眼科学 教　授 溝田　　淳 網膜・視神経疾患の診断と治療、眼内腫瘍の診断と治療、視覚電気生理学 視覚病態学　　　

准教授 三村　達哉 角膜・外眼部、ぶどう膜、黄斑・眼底疾患 視覚病態学　　　

病院准教授 渡邊恵美子 眼電気生理、眼底疾患 視覚病態学　　　

泌尿器科学 板橋 教　授 中川　　徹 泌尿器がん、ロボット手術、がん薬物療法 泌尿器外科学　　

溝口 教　授 石坂　和博 男子生殖内分泌、泌尿器腫瘍一般、低侵襲手術 泌尿器外科学　　

教　授 納谷　幸男 泌尿器科腫瘍、尿路結石症、医用工学、腹腔鏡手術 泌尿器外科学　　　

准教授 小島　聡子 前立腺癌をはじめとした泌尿器腫瘍学ホルモン内分疾学 泌尿器外科学　　　

麻酔科学 澤村　成史 麻酔科学（とくに神経科学分野） 麻酔科学　　　

集中治療部 澤　　智博 バイオメデｲカルインフォマテｲクス 麻酔科学　　　

中田　善規 麻酔学一般、救急医学医療経済、経営学 麻酔科学　公衆衛生医学　　

病院教授 關山　裕詩 疼痛管理　ペインクリニック　漢方 麻酔科学　　　

高田　眞二 麻酔科学一般(特に産科麻酔分野）、医療安全学、医学教育 麻酔科学　　　

張　　京浩 麻酔科学・集中治療医学・外科侵襲学 麻酔科学　　　

原　　芳樹 麻酔科学全般 麻酔科学　　　

柿沼　玲史 心臓外科麻酔、末梢神経ブロック 麻酔科学　　　

原島　敏也 麻酔一般 麻酔科学　　　

安田　篤史 麻酔科学、心臓麻酔・術後管理、周術期経食道心エコー、集中治療 麻酔科学　　　

安藤　富男 麻酔科学、神経薬理学、神経保護 麻酔科学　　　

丸山　晃一 臨床麻酔、挿管困難症の気道管理、救急蘇生法 麻酔科学　　　

ちば 教　授 田垣内祐吾 麻酔 麻酔科学　　　

ペインセンター ちば 教　授 青江　知彦 疼痛科学、麻酔学 疼痛科学

臨床検査医学 板橋 教　授 古川　泰司 循環器病学、不整脈、電気生理学、睡眠病態学 臨床検査医学　　　

救急医学 坂本　哲也 救急医学、集中治療医学、頭部外傷,心肺脳蘇生、薬毒物中毒 救急災害医学　　　

三宅　康史 救急医学、集中治療医学、医学教育、病院前救急、環境障害 救急災害医学　　　

池田　弘人 外傷・熱傷・外科感染症 救急災害医学　　　

金子　一郎 心肺蘇生、外傷、集中治療 救急災害医学　　

鈴木　　卓 整形外科領域の骨折・外傷 救急災害医学　　

藤田　　尚 救急外科、外傷外科 救急災害医学　　

病院准教授 黒住　健人 外傷、災害、整形外科 救急災害医学　　　

救急医学(ER) 病院教授 佐川　俊世 不整脈、心不全 救急災害医学　　　

救急集中 志賀　英敏 集中治療、血液浄化法 集中治療医学　　　

救命救急 森脇龍太郎 救急医学、集中治療医学、災害医学、医療安全 集中治療医学　　　

ER 山下　雅知 救急医学（ｼﾖｯｸの病態生理、臨床中毒学、救急医学教育） 集中治療医学　　　

病院病理部 齋藤　　光次 人体病理、肝・胆・膵の病理 人体病理学・病理診断学　　　

笹島ゆう子 婦人科病理（腫瘍）、乳腺病理（腫瘍） 人体病理学・病理診断学　　　

溝口 教　授 川本　雅司 病理学、細胞診断学、呼吸器病理学（腫瘍、間質性肺炎、その他）、呼吸器細胞診断 人体病理学・病理診断学

教　授 山﨑　一人 人体病理学、腫瘍学 人体病理学・病理診断学　　

准教授 富居　一範 免疫病理，泌尿器病理，骨軟部病理，血液病理 人体病理学・病理診断学　　

地域医療センター ちば 教　授 井上　和男 地域医療、疫学、産業保健、公衆衛生 地域医療学　　　
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教 員　 専 門 分 野 担 当 主 科 目

外科学 川村　雅文 呼吸器外科学、肺癌、縦隔腫瘍、気胸及び嚢胞性肺疾患
外科学総合　呼吸器外科学　呼吸器・アレル
ギー学 小児外科学

坂尾　幸則 呼吸器外科学、臨床腫瘍学、肺癌、胸部悪性腫瘍、胸膜疾患、胸部画像診断学 外科学総合　呼吸器外科学

佐野　圭二 肝胆膵領域疾患の外科治療･化学療法･腹部超音波検査、肝移植治療 外科学総合　肝胆膵・移植外科学　外科・手技

神野　浩光 乳腺外科学、外科腫瘍学 外科学総合　乳腺腫瘍学

橋口陽二郎 消化器外科学、外科代謝栄養学 外科学総合　下部消化管外科学　　　

深川　剛生 上部消化管外科学、外科腫瘍学、担当主科目：外科学総合、上部消化管外科学 外科学総合　上部消化管外科学　　　臨床試験学

福島　亮治 上部消化管の外科治療、化学療法、内視鏡治療、外科代謝栄養、外科侵襲学 上部消化管外科学　　

三澤　健之 外科学総合　肝胆膵・移植外科学　外科・手技

新見　正則 移植免疫学、腫瘍免疫学、血管外科、東洋医学 移植免疫学　東洋医学

松田　圭二 大腸癌、炎症性腸疾患の治療 外科学総合　下部消化管外科学　臨床検査医学

三浦　文彦 消化器外科、肝胆膵外科 肝胆膵・移植外科学　外科・手技

和田　慶太 肝胆膵外科 外科学総合　肝胆膵・移植外科学　外科・手技

病院准教授 野澤慶次郎 大腸肛門病学の診断と治療 外科学総合　下部消化管外科学　　　

小林　宏寿 消化器外科一般、特に大腸・肛門外科、内視鏡手術をはじめとする低侵襲外科治療 内視鏡外科学　　　　

松谷　哲行 呼吸器外科学、術後疼痛、生体材料 内視鏡外科学　　　　

病院教授 谷口　桂三 消化器外科(特に内視鏡外科：食道/胃/大腸) 内視鏡外科学　　　　

教　授 幸田　圭史 小腸･大腸・肛門疾患の診断と治療 下部消化管外科学　　　

准教授 首藤　潔彦 食道癌、胃癌、消化器画像診断、腹部IVR 上部消化管外科学　　　

教　授 下川　智樹 虚血性心疾患、弁膜症外科、大動脈外科 心臓血管外科学　　　

飯田　　充 成人心臓外科 心臓血管外科学　　　

今水流智浩 成人心臓血管外科学全般（冠動脈・弁・大動脈）、血管外科（末梢血管、静脈） 大動脈ステントグラフト 心臓血管外科学　　　

ちば 准教授 宮城　直人 成人心臓血管外科 心臓血管外科学　　

産婦人科学 綾部　琢哉 生殖生理・内分泌学、不妊症、ＡＲＴ 産婦人科学　　　

梁　　栄治 超音波医学、周産期医学、ＭＥ 産婦人科学　　　

准教授 木戸浩一郎 周産期医学、超音波医学 産婦人科学　　　

病院准教授 笹森　幸文 周産期医学、妊娠高血圧症候群 産婦人科学　　　

教　授 西井　　修 生殖内分泌学、内視鏡下手術、不妊症 産婦人科学　　　

准教授 藤本　晃久 生殖内分泌学、内視鏡下手術、不妊症 産婦人科学　　　

教　授 梁　　善光 婦人科腫瘍、婦人科内視鏡手術、生殖内分泌学 産婦人科学

病院教授 五十嵐敏雄 子宮内膜症、生殖内分泌学、不妊症 産婦人科学　　　

脳神経外科学 教　授 松野　　彰 悪性脳腫瘍の集学的治療、良性脳腫瘍の手術、下垂体腺腫の手術・内分泌病態、脳血管障害の臨床 脳神経外科学　　　

大井川秀聡 脳血管障害の外科治療 脳神経外科学　　　

小野田恵介 神経血管減圧術、後頭蓋窩腫瘍 脳神経外科学　　

山根　文孝 脳血管内治療、脳卒中全般 脳神経外科学　　　

准教授 大山　健一 脳神経外科 脳神経外科学　　　

整形外科学 河野　博隆 骨軟部腫瘍 運動器再建・再生学　　　

中川　　匠 整形外科、膝関節外科、人工膝関節、スポーツ整形外科、ナビゲーション手術 運動器再建・再生学　　　

渡部　欣忍 外傷後合併症（骨癒合不全、変形癒合、骨髄炎、関節拘縮）、骨延長術 運動器再建・再生学　　　

阿部　哲士 骨・軟部腫瘍、骨関節感染症 運動器再建・再生学　　　

北川　知明 脊椎脊髄病外科 運動器再建・再生学　　

准教授 増田　裕也 膝関節外科 運動器再建・再生学　　

溝口 准教授 安井　哲郎 足の外科、関節リウマチ 運動器再建・再生学　　　

村田　泰章 脊椎脊髄病外科 運動器再建・再生学　　　

和田　佑一 関節再建医療、スポーツ医学、軟骨再成医療 運動器再建・再生学　　　

形成・口腔 教　授 小室　裕造 頭蓋顎顔面外科、眼瞼下垂、美容外科 形成・口腔顎顔面外科学　　　

顎顔面外科学 市ノ川義美 口腔・顎・顔面外科学、顎矯正手術、骨移植、 形成・口腔顎顔面外科学　　　

大河内真之 形成外科、再建外科、顔面神経麻痺 形成・口腔顎顔面外科学　　　

病院准教授 堂後　京子 形成外科一般　乳房再建　褥瘡・難治性潰瘍　リンパ浮腫　再生医学 形成・口腔顎顔面外科学　　　

ちば 教　授 福積　　聡 形成外科（皮弁、四肢の血管解剖） 形成・口腔顎顔面外科学　　　

リハビリテーション科 教　授 緒方　直史 リハビリテーション医学全般、整形外科、脊髄損傷、骨代謝学 リハビリテーション医学　　　

准教授 中原　康雄 リハビリテーション医学、脳卒中、脊髄損傷、義肢装具、運動器障害 リハビリテーション医学　　　

ちば 教　授 田中　尚文 リハビリテーション医学、認知症 リハビリテーション医学　　　

耳鼻咽喉科学 教　授 伊藤　　健 聴覚医学・耳科学 耳鼻咽喉科学　　　

病院准教授 持木　将人 頭頸部腫瘍 耳鼻咽喉科学　　　

ちば 教　授 鈴木　雅明 耳科学、鼻科学、睡眠学 耳鼻咽喉科学　　　
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眼科学 教　授 溝田　　淳 網膜・視神経疾患の診断と治療、眼内腫瘍の診断と治療、視覚電気生理学 視覚病態学　　　

准教授 三村　達哉 角膜・外眼部、ぶどう膜、黄斑・眼底疾患 視覚病態学　　　

病院准教授 渡邊恵美子 眼電気生理、眼底疾患 視覚病態学　　　

泌尿器科学 板橋 教　授 中川　　徹 泌尿器がん、ロボット手術、がん薬物療法 泌尿器外科学　　

溝口 教　授 石坂　和博 男子生殖内分泌、泌尿器腫瘍一般、低侵襲手術 泌尿器外科学　　

教　授 納谷　幸男 泌尿器科腫瘍、尿路結石症、医用工学、腹腔鏡手術 泌尿器外科学　　　

准教授 小島　聡子 前立腺癌をはじめとした泌尿器腫瘍学ホルモン内分疾学 泌尿器外科学　　　

麻酔科学 澤村　成史 麻酔科学（とくに神経科学分野） 麻酔科学　　　

集中治療部 澤　　智博 バイオメデｲカルインフォマテｲクス 麻酔科学　　　

中田　善規 麻酔学一般、救急医学医療経済、経営学 麻酔科学　公衆衛生医学　　

病院教授 關山　裕詩 疼痛管理　ペインクリニック　漢方 麻酔科学　　　

高田　眞二 麻酔科学一般(特に産科麻酔分野）、医療安全学、医学教育 麻酔科学　　　

張　　京浩 麻酔科学・集中治療医学・外科侵襲学 麻酔科学　　　

原　　芳樹 麻酔科学全般 麻酔科学　　　

柿沼　玲史 心臓外科麻酔、末梢神経ブロック 麻酔科学　　　

原島　敏也 麻酔一般 麻酔科学　　　

安田　篤史 麻酔科学、心臓麻酔・術後管理、周術期経食道心エコー、集中治療 麻酔科学　　　

安藤　富男 麻酔科学、神経薬理学、神経保護 麻酔科学　　　

丸山　晃一 臨床麻酔、挿管困難症の気道管理、救急蘇生法 麻酔科学　　　

ちば 教　授 田垣内祐吾 麻酔 麻酔科学　　　

ペインセンター ちば 教　授 青江　知彦 疼痛科学、麻酔学 疼痛科学

臨床検査医学 板橋 教　授 古川　泰司 循環器病学、不整脈、電気生理学、睡眠病態学 臨床検査医学　　　

救急医学 坂本　哲也 救急医学、集中治療医学、頭部外傷,心肺脳蘇生、薬毒物中毒 救急災害医学　　　

三宅　康史 救急医学、集中治療医学、医学教育、病院前救急、環境障害 救急災害医学　　　

池田　弘人 外傷・熱傷・外科感染症 救急災害医学　　　

金子　一郎 心肺蘇生、外傷、集中治療 救急災害医学　　

鈴木　　卓 整形外科領域の骨折・外傷 救急災害医学　　

藤田　　尚 救急外科、外傷外科 救急災害医学　　

病院准教授 黒住　健人 外傷、災害、整形外科 救急災害医学　　　

救急医学(ER) 病院教授 佐川　俊世 不整脈、心不全 救急災害医学　　　

救急集中 志賀　英敏 集中治療、血液浄化法 集中治療医学　　　

救命救急 森脇龍太郎 救急医学、集中治療医学、災害医学、医療安全 集中治療医学　　　

ER 山下　雅知 救急医学（ｼﾖｯｸの病態生理、臨床中毒学、救急医学教育） 集中治療医学　　　

病院病理部 齋藤　　光次 人体病理、肝・胆・膵の病理 人体病理学・病理診断学　　　

笹島ゆう子 婦人科病理（腫瘍）、乳腺病理（腫瘍） 人体病理学・病理診断学　　　

溝口 教　授 川本　雅司 病理学、細胞診断学、呼吸器病理学（腫瘍、間質性肺炎、その他）、呼吸器細胞診断 人体病理学・病理診断学

教　授 山﨑　一人 人体病理学、腫瘍学 人体病理学・病理診断学　　

准教授 富居　一範 免疫病理，泌尿器病理，骨軟部病理，血液病理 人体病理学・病理診断学　　

地域医療センター ちば 教　授 井上　和男 地域医療、疫学、産業保健、公衆衛生 地域医療学　　　

板橋

ちば

板橋

ちば

溝口 教　授

板橋

教　授

准教授

ちば 教　授

板橋 教　授

教　授

准教授

病院准教授

所 属
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Ⅶ．履修の手引き  

第第 11学学年年～～第第 44学学年年  

（（１１））単単位位  
履修科目には以下のとおり「主科目」、「副科目」、「必修科目Ⅰ」、「必修科目Ⅱ」「共通科目」

の 5種類があります。 
各科目において、1単位の時間数は講義・演習は原則 15時間、ベッドサイド教育・実験・

実習を含む研究では原則 45時間です。 
※１単位は授業前後の主体的な学修を含めて 45時間（講義の場合は授業 15時間、予習復習
に 30時間）の学修を要します。 
     
（（２２））科科目目  
①①  主主科科目目（（44単単位位／／年年））  
専門科目から主科目として必ず 1 つ選択し、同科目分野のⅠ～Ⅲ (各 4 単位)、合計 12 単

位を修得します。指導教員が所属する領域について学習する科目であり、高度な専門性を培

うための教育が行われます。 
履修内容は、講義・演習・実習・ベッドサイド教育を指導教員の指導のもとに行います（た

だし、ベッドサイド教育は臨床系のみ）。 
また、主科目毎に特定の「共通科目」ないし「副科目」を関連科目として推奨しています

ので参照してください。 
なお、主科目に変更が生じた場合は、指導教授と相談の上、事務部にて諸手続きを行ってく

ださい。 
主科目については、講義等の連絡を事務部から行うことはありません。各自で教員に確認

をしてください。 
 
②②  副副科科目目（（44単単位位／／年年））  
主科目以外の専門科目を副科目として選択することができます。副科目は、専門性を補完

するために副次的に履修する科目であり、指導教授と相談の上で、教育・研究上必要と判断

される場合、履修するものとします。 
履修内容は、主科目に準じており、講義・演習・実習・ベッドサイド教育となります。履

修期間は 3ヶ月以上 1年以内です。また、一度修得した科目を再度履修することはできませ
ん。 
なお、自身が選択している主科目と同一の副科目は履修ができません。履修を希望する場合

は必ず自身の指導教授（教員）および副科目の担当教員とよく相談をしてください。 
副科目については、講義等の連絡を事務部から行うことはありません。各自で教員に確認

をしてください。 
 
③③  必必修修科科目目ⅠⅠ  
必修科目とは、研究および論文作成・プレゼンテーションをするにあたり必要な知識を習

得するために設定されています。修了年限までに必ず修得することが必要な科目です。必修

科目は年度をまたいでの履修はできませんので、必ず当該年度に履修のこと。ただし、「医学

研究特論」のみ 4年間を通じての履修となります。 

  
④④  必必修修科科目目ⅡⅡ（（特特殊殊研研究究：：88単単位位））  
学位論文の作成に関連する研究活動を単位として認定します。主科目指導教員のもとで研

究課題を見出し、その研究に取り組み、結果を出し、学位論文作成を行います。 
なお、4 年間における基本的な指導計画は下記のとおり、指導教員による継続的な指導を
受けます。学年毎に単位数を設定せず、最終年度に 8 単位を付与します。また、毎年度末に
進捗状況を所定の用紙にて提出してください。 

 
（各年次の目安） 
・1年次：研究計画を策定し、研究計画を具現化する。 
・2年次：研究計画に基づいてデータ収集・分析し、その結果を踏まえて研究計画を見直す。 

また、国内外の学会、研究会での研究発表や学術雑誌への投稿を奨励する。 
・3年次：研究に関するデータ収集・分析を行い、データをまとめる。 

引き続き、国内外の学会、研究会での研究発表や学術雑誌への投稿を奨励する。  
・4 年次：学位論文を作成する。学位論文中間発表会で発表・講評・指導の機会を得る。中

間発表会を経て、学位論文を最終的にまとめ上げる。 
 
⑤⑤  共共通通科科目目  
基本的に主科目に関連した特論科目を共通目として開講しています。共通科目は、主科目

の領域に関わらず様々な分野に視野を広げるため自由に選択できます。基本的に講義形式の

授業形態となります。 
講義は、要項に記載のとおり、4 月から順次行われます。科目により隔年開講の場合があ
りますので、履修計画は十分に行ってください。 
共通科目は年度をまたいでの履修はできません。必ず当該年度に履修のこと。また、一度

修得した科目を再度履修することはできません。 
 
 
（（３３））修修了了要要件件  
修了年限内（通常は 4年、特に優れた研究業績を上げた場合は 3年）に必修科目(Ⅰ、Ⅱ)、

専門科目、共通科目あわせて 30単位以上を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格しな
ければならない。 

 
修了要件の詳細については、下記の通りである。 

(1)必修科目Ⅰの 4科目(各 1単位、合計 4単位)を修得すること。 
(2)主科目として専門科目から 1科目選択し、同科目のⅠ～Ⅲ(各 4単位)、合計 12単位を修
得すること。 

(3)副科目(主科目以外の専門科目)および共通科目の中から合計 6単位以上を修得すること。 
(4)必修科目Ⅱ(特殊研究) 8単位を修得すること。 
(5)上記の(1)～(4)の合計 30 単位以上を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格するこ
と。 

  上記の修了要件を表にすると次のとおりとなる。 
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Ⅶ．履修の手引き  

第第 11学学年年～～第第 44学学年年  

（（１１））単単位位  
履修科目には以下のとおり「主科目」、「副科目」、「必修科目Ⅰ」、「必修科目Ⅱ」「共通科目」

の 5種類があります。 
各科目において、1単位の時間数は講義・演習は原則 15時間、ベッドサイド教育・実験・

実習を含む研究では原則 45時間です。 
※１単位は授業前後の主体的な学修を含めて 45時間（講義の場合は授業 15時間、予習復習
に 30時間）の学修を要します。 
     
（（２２））科科目目  
①①  主主科科目目（（44単単位位／／年年））  
専門科目から主科目として必ず 1 つ選択し、同科目分野のⅠ～Ⅲ (各 4 単位)、合計 12 単

位を修得します。指導教員が所属する領域について学習する科目であり、高度な専門性を培

うための教育が行われます。 
履修内容は、講義・演習・実習・ベッドサイド教育を指導教員の指導のもとに行います（た

だし、ベッドサイド教育は臨床系のみ）。 
また、主科目毎に特定の「共通科目」ないし「副科目」を関連科目として推奨しています

ので参照してください。 
なお、主科目に変更が生じた場合は、指導教授と相談の上、事務部にて諸手続きを行ってく

ださい。 
主科目については、講義等の連絡を事務部から行うことはありません。各自で教員に確認

をしてください。 
 
②②  副副科科目目（（44単単位位／／年年））  
主科目以外の専門科目を副科目として選択することができます。副科目は、専門性を補完

するために副次的に履修する科目であり、指導教授と相談の上で、教育・研究上必要と判断

される場合、履修するものとします。 
履修内容は、主科目に準じており、講義・演習・実習・ベッドサイド教育となります。履

修期間は 3ヶ月以上 1年以内です。また、一度修得した科目を再度履修することはできませ
ん。 
なお、自身が選択している主科目と同一の副科目は履修ができません。履修を希望する場合

は必ず自身の指導教授（教員）および副科目の担当教員とよく相談をしてください。 
副科目については、講義等の連絡を事務部から行うことはありません。各自で教員に確認

をしてください。 
 
③③  必必修修科科目目ⅠⅠ  
必修科目とは、研究および論文作成・プレゼンテーションをするにあたり必要な知識を習

得するために設定されています。修了年限までに必ず修得することが必要な科目です。必修

科目は年度をまたいでの履修はできませんので、必ず当該年度に履修のこと。ただし、「医学

研究特論」のみ 4年間を通じての履修となります。 

  
④④  必必修修科科目目ⅡⅡ（（特特殊殊研研究究：：88単単位位））  
学位論文の作成に関連する研究活動を単位として認定します。主科目指導教員のもとで研

究課題を見出し、その研究に取り組み、結果を出し、学位論文作成を行います。 
なお、4 年間における基本的な指導計画は下記のとおり、指導教員による継続的な指導を
受けます。学年毎に単位数を設定せず、最終年度に 8 単位を付与します。また、毎年度末に
進捗状況を所定の用紙にて提出してください。 

 
（各年次の目安） 
・1年次：研究計画を策定し、研究計画を具現化する。 
・2年次：研究計画に基づいてデータ収集・分析し、その結果を踏まえて研究計画を見直す。 

また、国内外の学会、研究会での研究発表や学術雑誌への投稿を奨励する。 
・3年次：研究に関するデータ収集・分析を行い、データをまとめる。 

引き続き、国内外の学会、研究会での研究発表や学術雑誌への投稿を奨励する。  
・4 年次：学位論文を作成する。学位論文中間発表会で発表・講評・指導の機会を得る。中

間発表会を経て、学位論文を最終的にまとめ上げる。 
 
⑤⑤  共共通通科科目目  
基本的に主科目に関連した特論科目を共通目として開講しています。共通科目は、主科目

の領域に関わらず様々な分野に視野を広げるため自由に選択できます。基本的に講義形式の

授業形態となります。 
講義は、要項に記載のとおり、4 月から順次行われます。科目により隔年開講の場合があ

りますので、履修計画は十分に行ってください。 
共通科目は年度をまたいでの履修はできません。必ず当該年度に履修のこと。また、一度

修得した科目を再度履修することはできません。 
 
 
（（３３））修修了了要要件件  
修了年限内（通常は 4年、特に優れた研究業績を上げた場合は 3年）に必修科目(Ⅰ、Ⅱ)、

専門科目、共通科目あわせて 30単位以上を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格しな
ければならない。 

 
修了要件の詳細については、下記の通りである。 

(1)必修科目Ⅰの 4科目(各 1単位、合計 4単位)を修得すること。 
(2)主科目として専門科目から 1科目選択し、同科目のⅠ～Ⅲ(各 4単位)、合計 12単位を修
得すること。 

(3)副科目(主科目以外の専門科目)および共通科目の中から合計 6単位以上を修得すること。 
(4)必修科目Ⅱ(特殊研究) 8単位を修得すること。 
(5)上記の(1)～(4)の合計 30 単位以上を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格するこ
と。 

  上記の修了要件を表にすると次のとおりとなる。 
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(修了要件) 

 
 
 
 
 

なお、併せて教育的配慮から下記の履修制限を設ける。 
((11))主主科科目目おおよよびび副副科科目目併併せせてて、、１１学学年年にに 88単単位位をを超超ええてて履履修修すするるここととははででききなないい。。  
((22))副副科科目目はは、、４４年年間間をを通通じじてて複複数数科科目目をを選選択択すするるここととががででききるるがが、、同同一一科科目目分分野野((ⅠⅠ～～ⅢⅢ))
かからら 22科科目目以以上上履履修修すするるここととははででききなないい。。    
例例））「「細細胞胞組組織織学学ⅠⅠ」」とと「「細細胞胞組組織織学学ⅡⅡ」」のの履履修修はは不不可可 

((33))履履修修登登録録のの上上限限はは年年間間 2255単単位位ままででととすするる。。たただだしし、、成成績績優優秀秀者者ににはは、、年年間間 2255単単位位をを超超
ええたた履履修修をを認認めめるるここととががああるる。。  

 
（（４４））履履修修モモデデルル  
本研究科の目的は、「高い研究能力を持つ医学系研究者の養成」と「優れた研究・診療能力

を備えた医療系人材の養成」です。すなわち、研究者の養成と高度の専門的職業人の養成で

す。それぞれの人材養成の観点から、履修モデルを以下に示しますので参考にしてください。

なお、社会人枠の学生や学外での研究指導を受ける学生は、履修に際しては指導教授（教員）

とよく相談をしてください。 
 

【例 1】 研究者の養成の例（構造機能医学分野の「細胞組織学」を選択する学生の履修モデル） 

 必修科目Ⅰ 
専門科目 

共通科目 必修科目Ⅱ 
主科目 副科目 

1年 

実験医学序論

(1単位) 
臨床疫学 
(1単位)  

 
 
 
 
 

医学研究特論 
 (1単位) 

細胞組織学Ⅰ 
(4単位) 

 医療倫理特論

(1単位) 
 

 
 
 
 
 

特殊研究 
(8単位) 

 
2年 

臨床統計学 
(1単位)  

細胞組織学Ⅱ

(4単位) 
人体病理学・病

理診断学Ⅰ 
(4単位) 

 

3年 
 細胞組織学Ⅲ

(4単位) 
 感染症学特論

(1単位) 

4年     

合計 
4単位 12単位 4単位 2単位 8単位 

30単位 

 

科目 必修・選択 修了要件(必要な単位数) 
必修科目Ⅰ 必修 4単位 
専門科目 主科目 選択必修 12単位 

副科目(主科目以外) 選択 副科目、共通科目あわせて 
6単位以上 共通科目 選択 

必修科目Ⅱ 特殊研究 必修 8単位 
合    計 30単位以上 

 

【例 2】高度の専門的職業人の養成の例 ① 
（器官系統病態学分野の「消化管内科学」を選択する学生の履修モデル） 

 必修科目Ⅰ 
専門科目 

共通科目 必修科目Ⅱ 
主科目 副科目 

1年 

実験医学序論

(1単位) 
臨床疫学 
(1単位)  

 
 
 
 
 

医学研究特論 
  (1単位) 

消化管内科学

Ⅰ(4単位) 
 消化器疾患特

論(1単位) 
 
 
 
 
 

特殊研究 
(8単位) 

 
2年 

臨床統計学 
(1単位)  

消化管内科学

Ⅱ(4単位) 
内科学総合Ⅰ

(4単位) 
 

3年 
 消化管内科学

Ⅲ(4単位) 
 救急医学特論

(1単位) 

4年  
 

   

合計 
4単位 12単位 4単位 2単位 8単位 

30単位 

【例 3】 高度の専門的職業人の養成の例 ② 

(がん専門医養成コースの「緩和医療専門医養成」を選択した学生の履修モデル 

 必修科目Ⅰ 
専門科目 

共通科目 必修科目Ⅱ 
主科目 副科目 

1年 

実験医学序論

(1単位) 
臨床疫学 
(1単位)  

 
 
 
 
 

医学研究特論 
 (1単位) 

緩和医療学Ⅰ 
(4単位) 

 腫瘍内科学特

論 (1単位) 
 

 
 
 
 
 

特殊研究 
(8単位) 

 

2年 
臨床統計学 
(1単位)  

緩和医療学Ⅱ

(4単位) 
臨床腫瘍学Ⅰ 
(4単位) 

 

3年 
 緩和医療学Ⅲ

(4単位) 
 腫瘍治療学特

論(1単位) 

4年  
 

   

合計 
4単位 12単位 4単位 2単位 8単位 

30単位 

 
 
  

Ⅰ−14

2020大学院履修要項-本文.indb   142020大学院履修要項-本文.indb   14 2020/03/20   10:062020/03/20   10:06



 

(修了要件) 

 
 
 
 
 

なお、併せて教育的配慮から下記の履修制限を設ける。 
((11))主主科科目目おおよよびび副副科科目目併併せせてて、、１１学学年年にに 88単単位位をを超超ええてて履履修修すするるここととははででききなないい。。  
((22))副副科科目目はは、、４４年年間間をを通通じじてて複複数数科科目目をを選選択択すするるここととががででききるるがが、、同同一一科科目目分分野野((ⅠⅠ～～ⅢⅢ))
かからら 22科科目目以以上上履履修修すするるここととははででききなないい。。    
例例））「「細細胞胞組組織織学学ⅠⅠ」」とと「「細細胞胞組組織織学学ⅡⅡ」」のの履履修修はは不不可可 

((33))履履修修登登録録のの上上限限はは年年間間 2255単単位位ままででととすするる。。たただだしし、、成成績績優優秀秀者者ににはは、、年年間間 2255単単位位をを超超
ええたた履履修修をを認認めめるるここととががああるる。。  

 
（（４４））履履修修モモデデルル  
本研究科の目的は、「高い研究能力を持つ医学系研究者の養成」と「優れた研究・診療能力

を備えた医療系人材の養成」です。すなわち、研究者の養成と高度の専門的職業人の養成で

す。それぞれの人材養成の観点から、履修モデルを以下に示しますので参考にしてください。

なお、社会人枠の学生や学外での研究指導を受ける学生は、履修に際しては指導教授（教員）

とよく相談をしてください。 
 

【例 1】 研究者の養成の例（構造機能医学分野の「細胞組織学」を選択する学生の履修モデル） 

 必修科目Ⅰ 
専門科目 

共通科目 必修科目Ⅱ 
主科目 副科目 

1年 

実験医学序論

(1単位) 
臨床疫学 
(1単位)  

 
 
 
 
 

医学研究特論 
 (1単位) 

細胞組織学Ⅰ 
(4単位) 

 医療倫理特論

(1単位) 
 

 
 
 
 
 

特殊研究 
(8単位) 

 
2年 

臨床統計学 
(1単位)  

細胞組織学Ⅱ

(4単位) 
人体病理学・病

理診断学Ⅰ 
(4単位) 

 

3年 
 細胞組織学Ⅲ

(4単位) 
 感染症学特論

(1単位) 

4年     

合計 
4単位 12単位 4単位 2単位 8単位 

30単位 

 

科目 必修・選択 修了要件(必要な単位数) 
必修科目Ⅰ 必修 4単位 
専門科目 主科目 選択必修 12単位 

副科目(主科目以外) 選択 副科目、共通科目あわせて 
6単位以上 共通科目 選択 

必修科目Ⅱ 特殊研究 必修 8単位 
合    計 30単位以上 

 

【例 2】高度の専門的職業人の養成の例 ① 
（器官系統病態学分野の「消化管内科学」を選択する学生の履修モデル） 

 必修科目Ⅰ 
専門科目 

共通科目 必修科目Ⅱ 
主科目 副科目 

1年 

実験医学序論

(1単位) 
臨床疫学 
(1単位)  

 
 
 
 
 

医学研究特論 
  (1単位) 

消化管内科学

Ⅰ(4単位) 
 消化器疾患特

論(1単位) 
 
 
 
 
 

特殊研究 
(8単位) 

 
2年 

臨床統計学 
(1単位)  

消化管内科学

Ⅱ(4単位) 
内科学総合Ⅰ

(4単位) 
 

3年 
 消化管内科学

Ⅲ(4単位) 
 救急医学特論

(1単位) 

4年  
 

   

合計 
4単位 12単位 4単位 2単位 8単位 

30単位 

【例 3】 高度の専門的職業人の養成の例 ② 

(がん専門医養成コースの「緩和医療専門医養成」を選択した学生の履修モデル 

 必修科目Ⅰ 
専門科目 

共通科目 必修科目Ⅱ 
主科目 副科目 

1年 

実験医学序論

(1単位) 
臨床疫学 
(1単位)  

 
 
 
 
 

医学研究特論 
 (1単位) 

緩和医療学Ⅰ 
(4単位) 

 腫瘍内科学特

論 (1単位) 
 

 
 
 
 
 

特殊研究 
(8単位) 

 

2年 
臨床統計学 
(1単位)  

緩和医療学Ⅱ

(4単位) 
臨床腫瘍学Ⅰ 
(4単位) 

 

3年 
 緩和医療学Ⅲ

(4単位) 
 腫瘍治療学特

論(1単位) 

4年  
 

   

合計 
4単位 12単位 4単位 2単位 8単位 

30単位 
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（５）履修登録

＜履修登録＞

履修登録は、所定の用紙にて事務部に届け出が必要です。提出がない場合は履修とみ

なされませんので、必ず期限内（4 月 20 日（月）まで）に提出をしてください。

なお、履修登録の際は指導教授（教員）とよく話し合った上で、年間の履修計画（＝

単位取得計画）を立ててください。

※ やむを得ない事情のみ履修科目の変更を認めますので事務部に相談をしてください。

※ なお、履修登録の上限は年間 25 単位までとなります。ただし、成績優秀者には、年

間 25 単位を超えた履修を認めることがあります。

【提 出 先】 帝京大学 板橋キャンパス事務部（大学棟本館２階）

教務課医学部担当（大学院医学研究科）

電話03-3964-3294（直通） 内線（42122）

（６）講義

本研究科は、大学院設置基準第 14 条適用による教育方法の特例を採用し、夜間授業

（18 時以降）や土曜日の授業を行い、社会人学生が勤務終了後からでも授業が受けられる

ように配慮をしています。

主科目・副科目については、指導教員の指示のもと履修をしてください。

必修科目、共通科目の講義実施日については、履修要項を確認してください。講義日

程の変更・追加の連絡等がある場合、登録されているメールアドレスに連絡します。

講義を欠席する場合は、その講義の担当教員に必ず連絡を入れて下さい。教員と連絡

がとれない場合に限り、事務部（教務課医学部担当：03-3964-3294 内線 42122 ）に連

絡を入れて下さい。

＜ビデオ視聴＞

ちば総合医療センターおよび附属溝口病院に所属する大学院生については、大学院学

則 19 条第 2 項により、必修科目と共通科目の履修はビデオを視聴してレポートを提出す

ることにより単位認定を行っております。なお、板橋所属の大学院生については講義の

出席が必須となります。

・視聴方法について

①各病院にてビデオ視聴する日時・場所等を決め放映します。日程は後日に連絡。

②個人への貸し出しは原則認めません。

③聴講時は担当教員がおりますので、質疑応答は担当教員まで。

④１科目の講義につき、最低１回は板橋で実施される講義に出席すること。

⑤演習や実験を必要とする時限については原則、板橋での受講とする。

（（７７））成成績績  

①評価方法について 

各科目のページにおいて、評価方法が記載されています。 

②評価基準については以下のとおりです。 

 

評点 評価 判定 

90～100点 Ｓ  

合格 

80～89点 Ａ  

70～79点 Ｂ  

60～69点 Ｃ  

 認定 Ｎ  

0 ～59点 Ｄ  不合格 

  

（（８８））GGPPAA制制度度  

  GPA（Grade Point Average)制度とは、学修の成果を客観的な数値で評価するものです。
この制度は、米欧の大学で採用している成績評価制度に概ね準拠しています。 

 

（（GGPPAAのの算算出出方方法法））  

4.0×Sの修得単位数+3.0×Aの修得単位数+2.0×Bの修得単位数+1.0×Cの修得単位数 
 

総履修登録単位数（「不合格」の単位数を含む） 

  

※GPAスコアは 2.5以上を確保することが望ましく、1.0以下の者には退学勧告をする 
場合があります。 

 

（（９９））成成績績評評価価にに対対すするる質質問問・・異異議議申申出出  

①成績評価に対して質問がある場合は当該科目の担当教員（科目責任者）に質問を

する。 

②成績評価に対して異議がある場合は内容および理由をできる限り詳細に記入し

（様式任意）事務部教務課大学院担当まで提出する。 

③成績評価に対しての質問・異議申出は成績発表後の 2週間以内まで受付ける。 

 

（（７７））成成績績  

①評価方法について 

各科目のページにおいて、評価方法が記載されています。 

②評価基準については以下のとおりです。 

 

評点 評価 判定 

90～100点 Ｓ  

合格 

80～89点 Ａ  

70～79点 Ｂ  

60～69点 Ｃ  

 認定 Ｎ  

0 ～59点 Ｄ  不合格 

  

（（８８））GGPPAA制制度度  

  GPA（Grade Point Average)制度とは、学修の成果を客観的な数値で評価するものです。
この制度は、米欧の大学で採用している成績評価制度に概ね準拠しています。 

 

（（GGPPAAのの算算出出方方法法））  

4.0×Sの修得単位数+3.0×Aの修得単位数+2.0×Bの修得単位数+1.0×Cの修得単位数 
 

総履修登録単位数（「不合格」の単位数を含む） 

  

※GPAスコアは 2.5以上を確保することが望ましく、1.0以下の者には退学勧告をする 
場合があります。 

 

（（９９））成成績績評評価価にに対対すするる質質問問・・異異議議申申出出  

①成績評価に対して質問がある場合は当該科目の担当教員（科目責任者）に質問を

する。 

②成績評価に対して異議がある場合は内容および理由をできる限り詳細に記入し

（様式任意）事務部教務課大学院担当まで提出する。 

③成績評価に対しての質問・異議申出は成績発表後の 2週間以内まで受付ける。 

 

（（７７））成成績績  

①評価方法について 

各科目のページにおいて、評価方法が記載されています。 

②評価基準については以下のとおりです。 

 

評点 評価 判定 

90～100点 Ｓ  

合格 

80～89点 Ａ  

70～79点 Ｂ  

60～69点 Ｃ  

 認定 Ｎ  

0 ～59点 Ｄ  不合格 

  

（（８８））GGPPAA制制度度  

  GPA（Grade Point Average)制度とは、学修の成果を客観的な数値で評価するものです。
この制度は、米欧の大学で採用している成績評価制度に概ね準拠しています。 

 

（（GGPPAAのの算算出出方方法法））  

4.0×Sの修得単位数+3.0×Aの修得単位数+2.0×Bの修得単位数+1.0×Cの修得単位数 
 

総履修登録単位数（「不合格」の単位数を含む） 

  

※GPAスコアは 2.5以上を確保することが望ましく、1.0以下の者には退学勧告をする 
場合があります。 

 

（（９９））成成績績評評価価にに対対すするる質質問問・・異異議議申申出出  

①成績評価に対して質問がある場合は当該科目の担当教員（科目責任者）に質問を

する。 

②成績評価に対して異議がある場合は内容および理由をできる限り詳細に記入し

（様式任意）事務部教務課大学院担当まで提出する。 

③成績評価に対しての質問・異議申出は成績発表後の 2週間以内まで受付ける。 
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（（７７））成成績績  

①評価方法について 

各科目のページにおいて、評価方法が記載されています。 

②評価基準については以下のとおりです。 

 

評点 評価 判定 

90～100点 Ｓ  

合格 

80～89点 Ａ  

70～79点 Ｂ  

60～69点 Ｃ  

 認定 Ｎ  

0 ～59点 Ｄ  不合格 

  

（（８８））GGPPAA制制度度  

  GPA（Grade Point Average)制度とは、学修の成果を客観的な数値で評価するものです。
この制度は、米欧の大学で採用している成績評価制度に概ね準拠しています。 

 

（（GGPPAAのの算算出出方方法法））  

4.0×Sの修得単位数+3.0×Aの修得単位数+2.0×Bの修得単位数+1.0×Cの修得単位数 
 

総履修登録単位数（「不合格」の単位数を含む） 

  

※GPAスコアは 2.5以上を確保することが望ましく、1.0以下の者には退学勧告をする 
場合があります。 

 

（（９９））成成績績評評価価にに対対すするる質質問問・・異異議議申申出出  

①成績評価に対して質問がある場合は当該科目の担当教員（科目責任者）に質問を

する。 

②成績評価に対して異議がある場合は内容および理由をできる限り詳細に記入し

（様式任意）事務部教務課大学院担当まで提出する。 

③成績評価に対しての質問・異議申出は成績発表後の 2週間以内まで受付ける。 

 

（（７７））成成績績  

①評価方法について 

各科目のページにおいて、評価方法が記載されています。 

②評価基準については以下のとおりです。 

 

評点 評価 判定 

90～100点 Ｓ  

合格 

80～89点 Ａ  

70～79点 Ｂ  

60～69点 Ｃ  

 認定 Ｎ  

0 ～59点 Ｄ  不合格 

  

（（８８））GGPPAA制制度度  

  GPA（Grade Point Average)制度とは、学修の成果を客観的な数値で評価するものです。
この制度は、米欧の大学で採用している成績評価制度に概ね準拠しています。 

 

（（GGPPAAのの算算出出方方法法））  

4.0×Sの修得単位数+3.0×Aの修得単位数+2.0×Bの修得単位数+1.0×Cの修得単位数 
 

総履修登録単位数（「不合格」の単位数を含む） 

  

※GPAスコアは 2.5以上を確保することが望ましく、1.0以下の者には退学勧告をする 
場合があります。 

 

（（９９））成成績績評評価価にに対対すするる質質問問・・異異議議申申出出  

①成績評価に対して質問がある場合は当該科目の担当教員（科目責任者）に質問を

する。 

②成績評価に対して異議がある場合は内容および理由をできる限り詳細に記入し

（様式任意）事務部教務課大学院担当まで提出する。 

③成績評価に対しての質問・異議申出は成績発表後の 2週間以内まで受付ける。 

 

（（７７））成成績績  

①評価方法について 

各科目のページにおいて、評価方法が記載されています。 

②評価基準については以下のとおりです。 

 

評点 評価 判定 

90～100点 Ｓ  

合格 

80～89点 Ａ  

70～79点 Ｂ  

60～69点 Ｃ  

 認定 Ｎ  

0 ～59点 Ｄ  不合格 

  

（（８８））GGPPAA制制度度  

  GPA（Grade Point Average)制度とは、学修の成果を客観的な数値で評価するものです。
この制度は、米欧の大学で採用している成績評価制度に概ね準拠しています。 

 

（（GGPPAAのの算算出出方方法法））  

4.0×Sの修得単位数+3.0×Aの修得単位数+2.0×Bの修得単位数+1.0×Cの修得単位数 
 

総履修登録単位数（「不合格」の単位数を含む） 

  

※GPAスコアは 2.5以上を確保することが望ましく、1.0以下の者には退学勧告をする 
場合があります。 

 

（（９９））成成績績評評価価にに対対すするる質質問問・・異異議議申申出出  

①成績評価に対して質問がある場合は当該科目の担当教員（科目責任者）に質問を

する。 

②成績評価に対して異議がある場合は内容および理由をできる限り詳細に記入し

（様式任意）事務部教務課大学院担当まで提出する。 

③成績評価に対しての質問・異議申出は成績発表後の 2週間以内まで受付ける。 
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Ⅷ．学位授与  

所定の単位を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、学位論文を提出してその審査

及び試験に合格したものに「博士（医学）」の学位を授与します。ただし、在学期間に

関しては、優れた研究業績を上げた者については、3年以上在学すれば足りるものとしま
す。 

 

Ⅸ．学位申請  

第４学年次以降から随時受付いたします。学位申請書類を全て揃った状態で教務課大

学院担当に提出してください。なお、最終締切は 1111月月 1133日日((金金))までとなります。 

  以降の申請については、単位修得満期退学後の学位授与となります。 

 

なお、特にすぐれた研究業績をあげた大学院生は在学期間３年間で学位申請をするこ

とができます。希望する者は別途申請が必要となりますので 10月 15日までに必ず事務
部まで問い合わせ、詳細を確認してください。 

 

大学院を単位取得満期退学（在学中に必須な単位は取得できたが、学位申請ができな

かった者、または在学中に学位審査の結果が確定しなかった者）した者は、随時申請書

類を提出でき、満期退学後 3 年以内の研究科委員会で申請受理される必要があります。
※満期退学後３年目に申請する際は、遅くとも２月初旬までに申請書類をすべて揃えて

提出のこと。 

 

 

 

学位論文申請においては、学位論文（１編）と参考論文（１編）が必要です。学位論

文は掲載誌において査読がなされた論文で、原著論文であることが必要となります。 

学位論文は単著・共著ともに認めますが、共著の場合には、(1)共著者は医学雑誌編集者
国際委員会の定める論文著者の基準を満たすこと(2)学位申請者の指導教授が、共著者と
して含まれていることが条件となります。なお、学位論文が和文の場合、参考論文は英

文論文、ないし、学位申請者が筆頭著者である和文論文であることとします。具体的な

ことは学位申請の手引きを参照してください。 

 

以下の医学研究科ホームページ（学内専用）より、詳しい内容が確認できます。 

http://www.med.teikyo-u.ac.jp/ita_grad_top.html 
 

  

  

 
 
◆◆学学位位申申請請かからら学学位位授授与与ままででのの流流れれ  

 

指導教授・教員と相談 

 

              ↓↓ 

研究・論文作成 

              ↓↓ 

４年時７月に実施（予定）    

（３年時早期修了者・・・３年時７月に実施） 

              ↓↓ 

４年時４月～１１月上旬まで申請可（3年時早期修了者含） 

一式を教務課医学部担当（大学院）へ提出 

（不備や書類の不足、記載の誤りなどを確認） 

              ↓↓ 

研究科運営委員会、研究科委員会にて選出・承認 

 

              ↓↓ 

申請日より３ヶ月以内に実施 

（事務部より連絡） 

            ↓↓  

プレゼン・口頭試問・最終試験等 

 

            ↓↓ 

研究科運営委員会、研究科委員会にて承認 

決裁にて決定  

              ↓↓ 

３月卒業式 

 

研究計画 

中間発表会 

論文・申請書提出 

審査委員決定 

審査日の調整 

論文審査会 

結果の決定 

学位授与 
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◆◆学学位位申申請請かからら学学位位授授与与ままででのの流流れれ  

 

指導教授・教員と相談 

 

              ↓↓ 

研究・論文作成 

              ↓↓ 

４年時７月に実施（予定）    

（３年時早期修了者・・・３年時７月に実施） 

              ↓↓ 

４年時４月～１１月上旬まで申請可（3年時早期修了者含） 

一式を教務課医学部担当（大学院）へ提出 

（不備や書類の不足、記載の誤りなどを確認） 

              ↓↓ 

研究科運営委員会、研究科委員会にて選出・承認 

 

              ↓↓ 

申請日より３ヶ月以内に実施 

（事務部より連絡） 

            ↓↓  

プレゼン・口頭試問・最終試験等 

 

            ↓↓ 

研究科運営委員会、研究科委員会にて承認 

決裁にて決定  

              ↓↓ 

３月卒業式 

 

研究計画 

中間発表会 

論文・申請書提出 

審査委員決定 

審査日の調整 

論文審査会 

結果の決定 

学位授与 
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Ⅹ．オフィスアワー
本学には、オフィスアワー制度が設けられています。オフィスアワーとは、教員が学生

の皆さんの授業履修、学業成績あるいは学生生活についての相談を受けながら、コミュニ

ケーションを深め、アドバイスすることによって、より良い大学生活を送ってもらうため

に設けられた、授業以外の時間のことをいいます。相談時間については、別途掲示などで

周知しますが、該当する時間であっても、出張や会議等の理由から教員が不在となる場合

があります。

Ⅺ．事務取扱時間

【担当部署】

帝京大学 板橋キャンパス事務部（大学棟本館２階）

教務課医学部担当（大学院医学研究科）

電話03-3964-3294（直通） 内線（42122）

【受付時間】

平 日： 8：45 ～ 16：45
土曜日： 8：45 ～ 12：00
※祝日、創立記念日、年末年始（12/29～1/3）、

入学試験、オープンキャンパス等の学校行事を除く

Ⅻ．時間割表（必修科目・共通科目）

（平日） （土曜日）

1時限 9：00 ～ 10：30 1 時限

2時限 10：45 ～ 12：15 2 時限

3時限 13：05 ～ 14：35 3 時限 13：30 ～ 15：00

4 時限 14：50 ～ 16：20 4 時限 15：10 ～ 16：40

5 時限 16：35 ～ 18：05 5 時限 16：50 ～ 18：20

6 時限 18：20 ～ 19：50 6 時限

7時限 20：05 ～ 21：35 7 時限

・医学研究科では平日と土曜日の時間割が異なりますので注意してください。

・科目によっては上記時間と異なる場合がありますので、必ずシラバスで詳細を確認してく

ださい。
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Ⅹ．オフィスアワー
本学には、オフィスアワー制度が設けられています。オフィスアワーとは、教員が学生

の皆さんの授業履修、学業成績あるいは学生生活についての相談を受けながら、コミュニ

ケーションを深め、アドバイスすることによって、より良い大学生活を送ってもらうため

に設けられた、授業以外の時間のことをいいます。相談時間については、別途掲示などで

周知しますが、該当する時間であっても、出張や会議等の理由から教員が不在となる場合

があります。

Ⅺ．事務取扱時間

【担当部署】

帝京大学 板橋キャンパス事務部（大学棟本館２階）

教務課医学部担当（大学院医学研究科）

電話03-3964-3294（直通） 内線（42122）

【受付時間】

平 日： 8：45 ～ 16：45
土曜日： 8：45 ～ 12：00
※祝日、創立記念日、年末年始（12/29～1/3）、

入学試験、オープンキャンパス等の学校行事を除く

Ⅻ．時間割表（必修科目・共通科目）

（平日） （土曜日）

1時限 9：00 ～ 10：30 1 時限

2時限 10：45 ～ 12：15 2 時限

3時限 13：05 ～ 14：35 3 時限 13：30 ～ 15：00

4 時限 14：50 ～ 16：20 4 時限 15：10 ～ 16：40

5 時限 16：35 ～ 18：05 5 時限 16：50 ～ 18：20

6 時限 18：20 ～ 19：50 6 時限

7時限 20：05 ～ 21：35 7 時限

・医学研究科では平日と土曜日の時間割が異なりますので注意してください。

・科目によっては上記時間と異なる場合がありますので、必ずシラバスで詳細を確認してく

ださい。
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２０２０年度　「必修科目」・「共通科目」　講義日程

※土曜日の講義時間にご留意ください。 大学院　医学研究科

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30   
曜
日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～）） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

1188：：2200--1199：：5500

2200：：0055--2211：：3355

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜
日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～）） 　 泌尿 国際

13:05-14:35 13:30-15:00
泌尿

13:30-18:20
統計

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

泌尿 泌尿 泌尿 統計

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

泌尿 統計

1188：：2200--1199：：5500 泌尿 泌尿 実験 実験 消化 消化 消化 消化

2200：：0055--2211：：3355

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30   
曜
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

13:30-18:20
統計

13:30-16:40
統計

13:30-18:20
実験

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

統計
14:00-16:00

国際 統計 実験

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

統計 腫治 腫治 腫治 腫治 腫治 腫治 腫治 腫治 実験 宇宙

1188：：2200--1199：：5500 消化 消化 消化 消化 実験 疫学 疫学 疫学 疫学 疫学 疫学

2200：：0055--2211：：3355

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜
日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

13:30-15:00
血液

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

宇宙 循環

1188：：2200--1199：：5500 疫学 疫学 血液 血液 血液 血液 血液 血液 血液 血液 血液 循環 循環 循環 循環 循環 循環 循環 循環

2200：：0055--2211：：3355

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜
日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

緩Ⅰ

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

緩Ⅰ

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

宇宙 緩Ⅰ

1188：：2200--1199：：5500 緩Ⅰ 緩Ⅰ 緩Ⅰ

2200：：0055--2211：：3355 緩Ⅰ 緩Ⅰ

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30   
曜
日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

13:30-16:40
実験

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

実験

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

宇宙

1188：：2200--1199：：5500 精神 精神 精神 精神 精神 精神 精神 精神

2200：：0055--2211：：3355

※詳細はシラバスをご参照ください。
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日
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分
の
日

8/29(土）9:00～12:15

大学院　医学研究科 大学院　医学研究科

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜
日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

実験
13:30-18:20

救急

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

実験
16:35-19:50� 16:35-19:50� 16:35-19:50� 16:35-19:50�

救急

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

実験 生命 生命 生命 生命 宇宙 救急

1188：：2200--1199：：5500 基礎 基礎 基礎 基礎 基礎 基礎 基礎 基礎 病理 病理 病理 病理 病理 病理 病理 病理 救急

2200：：0055--2211：：3355 9:00-18:00

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30   
曜
日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

救急
13:30-16:40

実験

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

救急 実験

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

救急 宇宙

1188：：2200--1199：：5500 救急 プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ

2200：：0055--2211：：3355 9:00-18:00

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜
日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

宇宙

1188：：2200--1199：：5500 プラ

2200：：0055--2211：：3355

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜
日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

統計
振替

統計
振替

統計
振替

統計
振替

疫学
振替

疫学
振替

疫学
振替

疫学
振替

保健 保健 保健 保健 産業 産業 産業 産業

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

統計
振替

統計
振替

統計
振替

統計
振替

疫学
振替

疫学
振替

疫学
振替

疫学
振替

保健 保健 保健 保健 産業 産業 産業 産業

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

宇宙 行動 行動 行動 行動

1188：：2200--1199：：5500 行動 行動 行動 行動

2200：：0055--2211：：3355

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
曜
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

1188：：2200--1199：：5500

2200：：0055--2211：：3355

※３月中旬卒業式（学位授与）

疫学 宇宙 宇宙環境医学特論 行動 行動科学特論 病理 消化 消化器疾患特論

統計 国際 保健 保険医療政策学特論 生命 生命物質化学特論 基礎 基礎・臨床神経科学特論

実験 緩Ⅰ 緩和医療学特論Ⅰ 産業 産業環境保健学特論
 循環 循環器病学特論 精神 精神医学・医療心理学特論

医学 救急 救急医学特論 血液 血液内科学特論 腫治 腫瘍治療学特論

プラ プライマリ特論 地域 地域医療特論

※詳細はシラバスをご参照ください。

1/5-1/25ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ特別講義

 1時限目9：00-10：30
 2時限目10：45-12：15
 3時限目13：05-14：35
 4時限目14：50-16：20

10
月

学
園
祭
（

予
定
）

学
園
祭
（

予
定
）

勤
労
感
謝
の
日

ﾌﾟﾗｲﾏﾘは
18:00-19:30

大
学
院
教
育
に
関
す
る
W
S

12
月

11
月

文
化
の
日

2
月

建
国
記
念
の
日

1
月

元
旦

成
人
の
日

・学位論文中間発表会
・ワークショップ

医学研究特論

共通科目（隔年開講）2020開講

臨床疫学

臨床統計学 国際感染症・危機管理学特論

実験医学序論

必修科目 共通科目（毎年開講）

天
皇
誕
生
日

病理診断学・法医学特論

医学部教育に関するワークショップを12月上旬に実施予定

Ⅰ−22
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大学院　医学研究科 大学院　医学研究科

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜
日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

実験
13:30-18:20

救急

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

実験
16:35-19:50� 16:35-19:50� 16:35-19:50� 16:35-19:50�

救急

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

実験 生命 生命 生命 生命 宇宙 救急

1188：：2200--1199：：5500 基礎 基礎 基礎 基礎 基礎 基礎 基礎 基礎 病理 病理 病理 病理 病理 病理 病理 病理 救急

2200：：0055--2211：：3355 9:00-18:00

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30   
曜
日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

救急
13:30-16:40

実験

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

救急 実験

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

救急 宇宙

1188：：2200--1199：：5500 救急 プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ プラ

2200：：0055--2211：：3355 9:00-18:00

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜
日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

宇宙

1188：：2200--1199：：5500 プラ

2200：：0055--2211：：3355

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜
日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

統計
振替

統計
振替

統計
振替

統計
振替

疫学
振替

疫学
振替

疫学
振替

疫学
振替

保健 保健 保健 保健 産業 産業 産業 産業

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

統計
振替

統計
振替

統計
振替

統計
振替

疫学
振替

疫学
振替

疫学
振替

疫学
振替

保健 保健 保健 保健 産業 産業 産業 産業

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

宇宙 行動 行動 行動 行動

1188：：2200--1199：：5500 行動 行動 行動 行動

2200：：0055--2211：：3355

日
付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
曜
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1133：：0055--1144：：3355
((土土1133：：3300～～））

1144：：5500--1166：：2200
((土土1155：：1100～～））

1166：：3355--1188：：0055
((土土1166：：5500～～））

1188：：2200--1199：：5500

2200：：0055--2211：：3355

※３月中旬卒業式（学位授与）

疫学 宇宙 宇宙環境医学特論 行動 行動科学特論 病理 消化 消化器疾患特論

統計 国際 保健 保険医療政策学特論 生命 生命物質化学特論 基礎 基礎・臨床神経科学特論

実験 緩Ⅰ 緩和医療学特論Ⅰ 産業 産業環境保健学特論
 循環 循環器病学特論 精神 精神医学・医療心理学特論

医学 救急 救急医学特論 血液 血液内科学特論 腫治 腫瘍治療学特論

プラ プライマリ特論 地域 地域医療特論

※詳細はシラバスをご参照ください。

1/5-1/25ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ特別講義

 1時限目9：00-10：30
 2時限目10：45-12：15
 3時限目13：05-14：35
 4時限目14：50-16：20

10
月

学
園
祭
（

予
定
）

学
園
祭
（

予
定
）

勤
労
感
謝
の
日

ﾌﾟﾗｲﾏﾘは
18:00-19:30

大
学
院
教
育
に
関
す
る
W
S

12
月

11
月

文
化
の
日

2
月

建
国
記
念
の
日

1
月

元
旦

成
人
の
日

・学位論文中間発表会
・ワークショップ

医学研究特論

共通科目（隔年開講）2020開講

臨床疫学

臨床統計学 国際感染症・危機管理学特論

実験医学序論

必修科目 共通科目（毎年開講）

天
皇
誕
生
日

病理診断学・法医学特論

医学部教育に関するワークショップを12月上旬に実施予定
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